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茶
業
振
興
を
目
指
し
て

　

11
月
６
日
、
鹿
児
島
県
茶
業
会
議
所
と

志
布
志
市
の
主
催
に
よ
り
平
成
19
年
度
鹿

児
島
県
茶
業
振
興
大
会
が
志
布
志
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

茶
業
に
つ
い
て
近
年
は
、
健
康
飲
料
と

し
て
の
需
要
で
、
茶
の
消
費
は
伸
び
て
い

ま
す
が
、
栽
培
面
積
は
全
国
的
に
は
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
鹿
児
島
県
は
平
成
18

年
度
の
栽
培
面
積
が
８
４
６
０
㌶
と
前

年
に
比
べ
約
70
㌶
の
増
加
で
、
静
岡
県
の

２
万
１
０
０
０
㌶
に
次
ぐ
国
内
２
位
の
栽

培
面
積
を
誇
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
温
暖
な
気
候
や
広
大
な
畑
地

な
ど
の
恵
ま
れ
た
条
件
の
も
と
「
か
ご
し

ま
茶
」
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指

し
て
大
会
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の

空
模
様
で
し
た
が
、
県
内
の
茶
農
家
や
関

係
者
３
０
０
０
人
を
超
す
方
々
が
会
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
市
内
各
地
の
茶
畑
や
施
設
の

産
地
視
察
が
行
わ
れ
、
県
内
の
茶
産
地
か

ら
多
く
の
参
加
者
が
訪
れ
、
市
内
の
お
茶

の
栽
培
に
つ
い
て
熱
心
に
視
察
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
有
明
開
田
の
里
公
園
で
行
わ

れ
た
式
典
で
は
「
か
ご
し
ま
茶
」
の
消
費

拡
大
と
安
心
・
安
全
な
茶
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
様
々
な
功
績
の
あ
っ
た
方
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
は
「
今
、
躍
進
す
る
か

ご
し
ま
茶
の
時
代
～
品
質
・
量
と
も
に
日

本
一
の
茶
産
地
を
目
指
し
、
茶
業
者
の
総

力
を
結
集
し
よ
う
」
な
ど
４
つ
の
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
ま
し
た
。

　平成 19 年度鹿児島県茶経営改善
コンク－ルにおいて、栄えある最優
秀賞の農林水産大臣賞を受賞するこ
とができ、家族、社員一同大変喜ん
でいます。これもひとえに関係機関
の熱心な御指導と有明茶研究会員と
の切磋琢磨した生産技術向上研鑽の
賜物と感謝しております。また、出
品者全員の総力で志布志市が産地賞
を受賞し、農家の生産意欲と生産技
術の向上で本市の茶業振興発展と産
地拡大の弾みになるよう微力であり
ますが今後も貢献したいと思います。

　平成19年度鹿児島県茶品評会（煎
茶の部）において、栄えある 1等 1
席の農林水産大臣賞を受賞すること
ができ、家族一同大変喜んでいます。
これもひとえに関係機関の熱心な御
指導と地元茶業振興会員の協力の賜
物と深く感謝しております。父が本
年 8月に他界し、父の残したすばら
しい功績と茶づくりに対する情熱を
しっかりと受け継ぎ、地域に貢献で
きる茶専業農家として取り組み、家
族みんなで力を合わせて茶業経営に
専念したいと思います。

　平成 19 年度全国茶品評会の蒸し
製玉緑茶の部で最高賞の農林水産大
臣賞に輝くと共に、鹿児島県茶経営
改善コンク－ルにおいて、優秀賞と
しての全国茶生産団体連合会会長賞
を受賞することができ、家族、社員
一同大変喜んでいます。これもひと
えに関係機関の方々からの熱心な御
指導や有明茶研究会員の協力の賜
物と深く感謝しております。今後も、
出品茶技術を我が家の経営に活かし
て品質向上に努めると共に茶の流通
改善や消費拡大に努力して参ります。

安
心
・
安
全
の
茶
を
目
指
し
ま
す

　

志
布
志
市
の
茶
業
は
畑
作
平
坦
地
か
ら

中
山
間
地
域
ま
で
幅
広
く
、
温
暖
な
気
象

条
件
に
恵
ま
れ
、
香
味
豊
か
な
特
徴
あ
る

良
質
茶
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茶
流
通
関
係
者
か
ら
は
、
茶
の
樹
勢
力

の
旺
盛
と
樹
齢
が
若
い
こ
と
か
ら
、
産
地

の
特
徴
を
生
か
し
た
生
産

で
県
内
外
か
ら
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
消
費
動
向
を

ふ
ま
え
た
安
全
・
安
心
な

茶
づ
く
り
に
努
め
、
本
県

の
茶
業
振
興
を
図
る
た

め
、
関
係
各
機
関
と
協
力

し
、
本
年
度
、
県
茶
業
振

興
大
会
を
誘
致
し
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
県
茶
品
評
会

（
煎
茶
の
部
）、
茶
経
営
改

善
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
産
地

賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
個
人

賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を

は
じ
め
、
数
々
の
特
別
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
今

後
の
志
布
志
市
発
展
の
み
な
ら
ず
鹿
児
島

県
全
体
の
生
産
振
興
と
リ
ー
フ
茶
の
消
費

拡
大
に
ま
で
波
及
す
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
「
か
ご
し
ま
茶
」
の
名
産
地
と

し
て
茶
業
関
係
者
の
総
力
を
結
集
し
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
地
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

市内からも多くの受賞者があった表彰式

若葉会スローガン採択の様子

志布志市茶業振興会
会長　吉野寅三

全国茶品評会・県茶品評会で受賞された方（一部）を紹介します。

全国茶品評会　農林水産大臣賞受賞
県茶経営改善コンクール
　　全国茶生産団体連合会会長賞受賞
株式会社中本製茶　代表　中本　善尚さん

県茶品評会　農林水産大臣賞受賞

大原園製茶　代表　大原　秋雄さん

県茶経営改善コンクール　
　　　　　　農林水産大臣賞受賞
有限会社鍋山製茶　代表取締役　鍋山博美さん

第 61 回全国茶品評会蒸し製玉緑茶の部特別賞受賞者（志布志市抜粋）
等級 順位 　氏　名 　　概評
1 1 ㈱中本製茶　中本善尚 農林水産大臣賞
1 2 (有)いろは農園有明　永田武人 農林水産省生産局長賞
1 4 中本　善和 （社）日本茶業中央会会長賞
1 6 井ケ倉　徳夫 全国茶生産団体連合会会長賞
1 7 鍋山　トリエ 全国茶商工業協同組合連合会理事長賞
1 8 鹿児島堀口製茶 (有)　堀口泰久 全国茶商工業協同組合連合会理事長賞
平成19年度鹿児島県茶経営改善コンクール特別賞受賞者（志布志市抜粋）
最優秀賞 1 (有)鍋山製茶　鍋山　博美 農林水産大臣賞
優秀賞 2 山元　直信 九州農政局長賞
優秀賞 3 (有)上室製茶　上室　義和　 鹿児島県知事賞
優秀賞 4 (有)いろは農園有明　永田武人 ㈳日本茶業中央会会長賞
優秀賞 5 ㈱中本製茶　中本　善尚 全国茶生産団体連合会会長賞
優秀賞 6 原田　あけみ 県経済農協連会会長賞
優秀賞 7 鹿児島堀口製茶 (有)　堀口　泰久 県茶生産協会会長賞
優秀賞 8 東八重　勉 県茶商協理事長賞
平成19年度　鹿児島県茶品評会（煎茶の部）特別賞受賞者（志布志市抜粋）
1 1 大原　秋雄 農林水産大臣賞
1 4 （有）鍋山製茶　鍋山　博美 県経済農協連会会長賞
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鹿児島県茶業振興大会を開催

県内の茶産地から多くの方が視察に訪れました。（写真：農林水産大臣賞を受賞した中本善尚さんの出品茶園）



質
の
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
が
カ
ギ

　

日
本
一
の
茶
産
地
で
あ
る
静
岡
県
は
、

江
戸
幕
末
か
ら
明
治
期
に
、
徳
川
藩
士
や

大
井
川
の
川
越
人
足
な
ど
の
入
植
に
よ
り

大
規
模
な
牧
之
原
茶
園
の
開
拓
が
行
わ

れ
、
現
在
の
茶
産
地
と
し
て
の
基
盤
が
築

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
鹿
児
島
県
は
新
し
い
産

地
の
た
め
、
平
坦
な
茶
園
が
多
く
機
械
化

が
進
み
、
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
時
間
で
比
較
す
る
と
10
㌃
当
た
り

家
族
労
働
時
間
は
鹿
児
島
が
63
時
間
で
あ

る
の
に
対
し
、静
岡
１
０
８
・
４
時
間
（
平

成
15
年
時
）
と
な
り
ま
す
。

　

消
費
に
目
を
向
け
る
と
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
に
贈
答
用
の
消
費
が
大
き
く
落
ち
込
み

ま
し
た
。
し
か
し
、
健
康
ブ
ー
ム
で
カ
テ

キ
ン
を
始
め
お
茶
の
も
つ
有
効
性
が
認
め

ら
れ
、
自
動
販
売
機
で
売
ら
れ
る
飲
料
の

中
で
も
人
気
商
品
と
な
る
な
ど
、
そ
の
消

費
は
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
数
年
前
ま
で
安
い
海

外
製
品
の
輸
入
が
、
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
、
平
成
16
年
９
月

の
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
改
正
や
品
質
へ
の
高
い
要

求
の
ほ
か
海
外
農
産
物
の
農
薬
問
題
等
か

ら
、
国
産
茶
へ
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
り
、
ボ

ト
ル
茶
飲
料
も
、
国
産
茶
葉
使
用
が
自
主

的
に
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
動
車
産
業
は
、
優
れ
た
コ
ス
ト
管
理

と
品
質
管
理
が
世
界
で
認
め
ら
れ
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち
、
日
本
人

に
は
優
れ
た
〝
モ
ノ
づ
く
り
〟
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

お
茶
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
コ
ス
ト
で
も
十

分
に
安
い
海
外
製
品
と
戦
え
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
私
は
茶
の
生
産
の
専
門

化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
個
人
個
人
が
茶

園
か
ら
製
茶
ま
で
行
う
の
は
機
械
や
工
場

の
稼
働
率
を
下
げ
る
こ
と
に
な
り
、
コ
ス

ト
高
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
信
頼
関
係
に
よ
り
関
係
農
家

に
茶
園
の
管
理
に
専
門
化
し
て
い
た
だ

き
、
製
茶
の
工
程
は
計
画
的
に
迅
速
に
当

社
で
行
う
な
ど
の
役
割
分
担
を
行
う
な
ど

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
価
格
や
質
の
競
争

力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

皆
で
行
う
茶
園
栽
培
を
目
指
し
て

　

平
成
11
年
に
「
農
業
生
産
法
人
有
限
会

社
い
ろ
は
農
園
有
明
」
を
設
立
し
、
加
工

用
甘
藷
、
た
ま
ね
ぎ
を
そ
れ
ぞ
れ
10
・
５

㌶
作
付
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
に
露
地
野
菜
中
心
の
農
業
経

営
か
ら
、
茶
業
を
中
心
と
す
る
土
地
利
用

型
農
業
へ
転
換
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
茶
工

場
、
茶
機
械
、
茶
実
験
農
場
を
い
ろ
は
農

園
へ
事
業
移
管
し
ま
し
た
。

　

経
営
理
念
に
「
農
業
と
り
わ
け
茶
業
振

興
に
取
り
組
み
、
我
が
国
の
食
と
緑
と
水

を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
社

会
を
築
く
た
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
組
織

と
し
て
の
社
会
的
役
割
を
誠
実
に
果
た
し

ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
安
定
し
た
経
営
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
専
門
の
知
識
を
有
し
た
人
た
ち

だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の
方
等
が
余
暇
を

利
用
し
て
農
業
を
行
う
こ
と
で
生
き
が
い

作
り
や
新
た
な
所
得
を
得
る
手
段
と
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
常
の
企
業
と
は
違
い
、
農
家

の
方
が
冠
婚
葬
祭
等
で
仕
事
が
で
き
な
い

と
き
に
は
手
伝
っ
た
り
す
る
な
ど
、
農
業

の
こ
れ
か
ら
の
形
作
り
を
行
う
こ
と
で
、

後
継
者
問
題
に
も
一
つ
の
答
え
を
出
し
て

い
き
ま
す
。

　

農
家
ご
と
に
大
型
の
機
械
を
購
入
す
る

こ
と
は
、
効
率
の
面
で
大
き
な
デ
メ
リ
ッ

ト
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
農
家
の
生

育
状
況
を
管
理
し
、
い
ろ
は
農
園
の
社
員

が
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
系
列
農
家
68
人
、
茶
園
面
積
79

㌶
と
会
社
管
理
茶
園
１
２
６
㌶
で
摘
採
製

造
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
系
列
農

家
を
対
象
に
、
摘
採
、
園
揃
え
、
防
除
作

等
受
託
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
茶
業
の
分

業
を
す
す
め
各
農
家
の
コ
ス
ト
削
減
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
初
は
畑
だ
っ
た
場
所
も
立
地

条
件
の
悪
い
場
所
で
は
荒
地
と
な
っ
て
い

る
場
所
も
多
い
の
で
す
が
、
畑
か
ん
施
設

の
導
入
に
よ
り
優
良
農
地
と
な
り
え
る
場

所
が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

い
ろ
は
農
園
で
は
、
こ
の
よ
う
な
耕
作

放
棄
地
の
解
消
と
茶
の
振
興
に
寄
与
す
る

こ
と
で
、
限
界
集
落
等
に
若
者
の
定
住
が

促
さ
れ
、
地
域
に
子
ど
も
た
ち
の
賑
や
か

な
声
が
響
き
渡
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
安
定
し
た
経
営
で
、
栽
培
面
積

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿児島堀口製茶有限会社
代表取締役社長

堀 口 泰 久
昭和 40 年には 1㌶余
りだった茶園も現在は
委託分も含め 200㌶を
超えます。様々な機器
を開発し、効率化や低
農薬化を進めます。

農業生産法人有限会社
いろは農園有明
代表取締役

永 田 武 人
当初は露地野菜を中心
とした農業経営を展開
したが、機械化による
省力化に限界があるな
どの理由により茶業を
中心に転換を行う。
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茶
業
の
起
こ
り
は
、
古
く
は
享
保
11

年
（
１
７
２
６
年
）
井
﨑
田
村
検
地
名
寄

帳
に
よ
る
と
、
現
在
の
有
明
町
伊
﨑
田
地

区
全
体
で
拾
貳
斤
八
五
匁
（
約
７
・
５
㌕
）

生
産
さ
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
山
地
区
は
明
治
20
年
代
後
半
に

手
も
み
工
場
の
経
営
と
共
に
60
㌃
の
植
栽
で

始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が

畦
畔
茶
園
で
、
本
格
的
に
は
昭
和
初
期
に
共

同
経
営
に
よ
る
茶
業
奨
励
が
進
め
ら
れ
る
と

同
時
に
茶
工
場
が
設
置
さ
れ
、
機
械
に
よ
る

茶
業
の
始
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

釜
入
り
製
玉
緑
茶
、
緑
茶
及
び
紅
茶
の

生
産
が
行
わ
れ
る
中
、
昭
和
26
年
、
鹿
児

島
県
立
茶
業
指
導
所
の
設
立
以
来
、
旧
有

明
町
を
中
心
に
曽
於
地
区
の
茶
業
が
急
速

に
発
展
し
、
３
か
町
の
合
併
に
よ
り
志
布

志
市
管
内
で
は
１
０
０
０
㌶
を
越
す
茶
園

面
積
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

茶
の
生
産
は
、
普
通
煎
茶
、
深
蒸
し
煎

茶
、
蒸
し
製
玉
緑
茶
が
盛
ん
で
経
営
企
業

体
に
よ
る
大
型
茶
工
場
や
個
人
経
営
の
茶

工
場
に
分
け
ら
れ
、
地
域
の
特
徴
を
活
か

し
た
こ
だ
わ
り
の
あ
る
茶
づ
く
り
と
茶
業

経
営
で
本
市
の
茶
業
振
興
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

志
布
志
市
茶
業
振
興
計
画
に
つ
い
て

　

本
市
の
温
暖
な
気
候
と
広
大
な
畑
地
を

活
か
し
た
土
地
利
用
型
作
目
と
し
て
、
機

械
化
体
系
に
よ
る
茶
業
振
興
を
推
進
し
、

本
市
農
業
の
柱
と
し
て
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

圃
場
整
備
地
区
で
は
、
作
物
の
集
団
化

や
土
地
の
集
約
化
を
図
り
、
効
率
的
な
茶

園
管
理
と
労
働
力
の
配
分
に
よ
り
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
適
正
施
肥
量
に
よ
る
環
境
保
全

型
農
業
の
推
進
に
併
せ
、
低
コ
ス
ト
生
産

に
よ
る
足
腰
の
強
い
産
地
づ
く
り
に
努
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

尚
、
基
盤
整
備
の
一
貫
で
あ
る
曽
於
東

部
・
南
部
大
型
畑
か
ん
の
実
現
と
並
行
し

た
生
産
拡
大
を
図
り
つ
つ
、
通
水
と
同
時

に
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
生
産
性
の
高

い
茶
業
を
展
開
し
、
会
員
相
互
の
融
和
と

研
鑽
に
よ
り
本
市
の
茶
業
振
興
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
本
市
の
名
声
を
高
め
る
た
め

高
品
質
茶
の
生
産
と
生
産
履
歴
シ
ス
テ
ム

の
確
立
な
ど
、
消
費
動
向
に
対
応
し
た
安

心
、
安
全
で
ク
リ
ー
ン
な
茶
づ
く
り
を
基

本
に
経
営
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
鹿
児
島

県
を
代
表
す
る
産
地
化
を
築
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

更
に
、
各
種
製
茶
品
評
会
等
に
積
極
的
に

継
続
出
品
す
る
と
共
に
生
産
技
術
の
向
上
で

銘
柄
確
立
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
重
点
推
進
事
項

① 

ク
リ
ー
ン
な
良
質
茶
づ
く
り
を
基
本

　

に
、品
質
本
意
の
茶
生
産
を
推
進
す
る
。

② 

防
霜
施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、

　

一
番
茶
の
安
定
生
産
と
夏
茶
の
品
質
向

　

上
を
推
進
す
る
。

③ 

生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
管
理
、

　

摘
採
、
加
工
の
合
理
化
を
計
画
的
に
推

　

進
す
る
。

④ 

経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
計
画
的

　

な
規
模
拡
大
と
経
営
の
合
理
化
を
推
進

　

す
る
。

⑤ 

環
境
保
全
型
農
業
を
認
識
し
徹
底
し

　

た
肥
培
管
理
を
推
進
す
る
。

⑥ 

経
営
規
模
拡
大
と
近
代
的
施
設
整
備

　

を
計
画
的
に
行
う
。

⑦ 

製
茶
工
場
の
再
編
統
合
を
充
分
検
討

　

し
、
企
業
的
感
覚
の
茶
業
経
営
を
推
進

　

す
る
。

⑧ 

ほ
場
の
区
画
整
備
で
枕
地
を
充
分
確

　

保
し
、
効
率
的
な
作
業
体
系
で
安
全
性

　

の
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
隣
接
の
ほ

　

場
や
公
道
で
の
旋
回
は
し
な
い
。

⑨ 

茶
園
の
防
除
に
つ
い
て
は
隣
接
ほ
場

主
並
び
に
耕
作
者
と
事
前
に
打
ち
合
わ
せ

を
充
分
行
い
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
な
い

よ
う
に
す
る
。（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制

度
・
平
成
18
年 

５ 

月
29
日
施
行
）

志布志市のお茶の歴史と取り組み

防霜対策のスプリンクラー

引用資料　九州農政局鹿児島統計情報事務所
　　　　　鹿児島県農林統計協会
　　　　　鹿児島県茶業振興対策資料
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おいしいお茶
飲んでいますか？
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お
茶
に
は
「
カ
テ
キ
ン
」「
と

い
っ
て
お
茶
の
渋
味
・
苦
味
の
成

分
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
成
分
は
殺

菌
や
腸
の
は
た
ら
き
を
整
え
る
作

用
が
あ
り
、食
中
毒
を
防
い
だ
り
、

ガ
ン
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
お
茶
に
含
ま
れ
る
ア
ミ

ノ
酸
（
テ
ア
ニ
ン
）
は 

お
茶
の

甘
味
・
旨
味
の
成
分
で
テ
ア
ニ
ン

は
、
お
茶
の
葉
だ
け
に
存
在
し
て

い
ま
す
。
カ
フ
ェ
イ
ン
の
作
用
を

穏
や
か
に
し
、
脳
の
神
経
細
胞
に

作
用
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
品
質
の
良
い
茶

に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
カ
フ
ェ
イ
ン
は
疲
労
回
復
・
覚

醒
効
果
・
大
脳
刺
激
・
強
心
作
用
・
利
尿

作
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　

そ
の
ほ
か
に
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
、
カ
ロ
テ
ン
（
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

と
同
じ
働
き
を
す
る
も
の
）、
ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
老
、
フ
ッ
素
と
い
っ
た
多
く
の
栄
養
素

が
満
載
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
豊
富
な
栄
養
を
手
軽
に
摂
取
で

き
る
『
お
茶
』
で
す
。
ボ
ト
ル
飲
料
等
も

結
構
で
す
が
、
た
ま
に
は
自
宅
で
お
い
し

い
リ
ー
フ
茶
に
挑
戦
し
て
、
お
茶
本
来
の

味
と
時
間
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

急
須
で
ゆ
っ
く
り
と
お
茶
を
い
れ
る
こ

と
で
、
お
茶
を
い
れ
る
と
い
う
行
為
自
体

を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

　

お
い
し
い
お
茶
を
毎
日
飲
ん
で
、
元
気

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

お茶の白和え
◆材料（４人分）
にんじん・・・・50g
こんにゃく・・・50g
上煎茶・・・・大さじ１
木綿豆腐・・・200g

塩・・・・小さじ 1/2　　 砂糖・・・・大さじ２
白ごま・・大さじ２　　　みりん・・・小さじ１
（a）だし汁 1/4 カップ、砂糖大さじ 1/2、薄口しょう
　　ゆ小さじ１
■作り方
①にんじんは細切りにする。こんにゃくは塩もみして
　水で洗い、にんじんと同じ大きさに切る。上煎茶で
　一煎出し茶葉を作り、粗きざみにする。
②こんにゃくはから炒りしてくさみをとり、下煮汁
　（a）とにんじんを加えて下煮し、冷ましておく。
③ 豆腐はゆでて水切りし、白ごまをすった中に加え
　る。塩・砂糖・みりんを入れ和え衣を作る。食べる
　直前に一煎出し茶葉、にんじん、こんにゃくと和え
　る。

茶葉とちりめんじゃこの
当座煮

◆ 材料
茶の出し殻、ちりめんじゃ
こ、白ごま、しょうゆ、酒、
みりん、砂糖、油

■作り方
①茶殻の水をきって冷蔵庫に保存しておいたものを
　油で炒める。
②ちりめんじゃこをいれて、酒、砂糖、しょうゆの順
　に味つけし、水分がなくなったら、みりんをいれ、
　仕上げに白ごまをふりいれる。

抹茶入り茶碗蒸し
◆ 材料 ４人分
卵・・・・・・２個
だし汁・・・・360mℓ
塩・・・・・・少々
抹茶・・・・・中さじ１

むきエビ・・・４尾　　　  鶏もも肉・・・小４切れ
ギンナン・・・４個　　　  シイタケ・・・１個
ニンジン・・・小４切れ　  Ａだし汁・・・200 ｍℓ
砂糖・・・・大さじ 2/3　   しょうゆ・・・大さじ 1
■作り方
① 卵はよく溶いて、だし汁と混ぜ合わせ、塩で味を
　調える。
② 抹茶を少量の水で溶き、①に加えて混ぜる。
③小鍋にＡを入れて煮立てる。むきエビ、鶏もも肉、
　ギンナン、四つに切ったシイタケ、ニンジンを加え
　て、５～６分煮る。
④②を四つの器に等分に入れて、表面の泡を取り、蒸
　し器の中で３～５分蒸す。
⑤④が蒸し上がったら、③をその上に飾って出来上が
　り。

抹茶大福
◆材料
砂糖・・・・・１カップ
もち米粉・・・１カップ
水・・・・・・１カップ
抹茶・・・・・・適量

	 あずきあん・・・適量
■作り方
①すべて混ぜ合わせて、耐熱容器に入れ、レンジで約
　８分加熱する。
②レンジから取り出し、めんぼうでつく。
③レンジで１～２分加熱する。
④まな板の上に乗せ、形を作りあずきあんをのせる。
　丸めて団子状にする。（ロール状に巻いてもよい。）

志布志市生活研究グループ連絡協議会によるお茶を使ったレシピ集です。いつもの料理にお茶を加え
ることで、味わいも深まります。皆さんもお茶を使った創作料理にチャレンジしてみませんか？

飲むだけじゃない！
お茶を使った簡単レシピ！

１茶碗にお湯を８分目ほど入れて
さまします。（上茶で 70℃、並

で 90℃）1人分の湯量は上で 60mℓ、
並で 90mℓです。そして急須にお茶
の葉を入れます。（5人で 10 ｇ）

おいしい煎茶の入れ方
ちょっとした工夫でお茶はとても美味しくいただくことができます。ぜひ挑戦してみてください。

２湯ざまししたお湯を急須につ
ぎ、60 秒位（深蒸し茶は 30 秒）

お茶が浸出するのを待ちます。

３数人分のお茶をつぐ分量は均等
に、濃淡のないように廻しつぎ、

最後の一滴までお茶は絞りきりましょ
う。（おいしく味わえる温度）2煎目
はお湯を入れてから10秒位待ちます。

お茶を飲んで健康に！
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德
永
重
雄
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
授
与

　

11
月
３
日
、
徳
永
重
雄
さ
ん
（
86
歳
）

が
旭
日
単
光
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

徳
永
さ
ん
は
昭
和
36
年
か
ら
27
年
間
、

有
明
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
務
め
、

昭
和
51
年
か
ら
は
同
委
員
長
を
務
め
、
昭

和
54
年
の
国
政
選
挙
で
は
94
㌫
を
超
え
る

投
票
率
を
記
録
す
る
な
ど
、
優
れ
た
指
導

力
で
明
る
く
、
正
し
い
選
挙
実
現
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、
市
役
所
を
訪
れ
本
田
市
長

よ
り
旭
日
単
光
章
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

旭日単光章を授与された徳永さん

国土交通大臣賞を受賞

　平成19年度地域づくり表彰で「大
隅の國やっちく松山藩」が国土交通
大臣賞に選ばれました。
　11 月 15 日、高知県四万十市で開
かれた地域づくり全国交流会議で表
彰が行われました。
　この表彰を受け藩主の坂元正人さ
んは「これは 19 年間の活動が評価
されたものです。今後の地域おこし
に対する責任と役割の大きさを感じ
ます」と話されました。
　11 月 22 日、市役所で受賞の報告
を行いました。

市長室で受賞の報告を行いました

厳
か
に
戦
没
者
追
悼
式

　

11
月
７
日
、
市
文
化
会
館
で
志
布
志
市

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
田
市
長
を
は
じ
め
、
議
長
や
遺
族
の

方
々
、
約
４
０
０
人
が
参
列
し
、
現
在
の

日
本
の
平
和
の
た
め
に
尊
い
命
を
戦
争
で

失
っ
た
英
霊
の
安
ら
か
な
眠
り
を
祈
る
と

と
も
に
、
恒
久
平
和
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

式
は
、
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
の
中
で
行
わ
れ
、
は
じ
め

に
１
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

遺
族
を
代
表
し
て
坂
元
ハ
ツ
ミ
氏
が

「
英
霊
の
皆
様
の
お
か
げ
で
今
の
幸
せ
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
幸
せ
を

見
守
り
、
心
安
ら
か
に
お
休
み
下
さ
い
」

と
追
悼
の
こ
と
ば
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

慰
霊
塔
周
辺
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た

　

11
月
3
日
、
母
子
寡
婦
福
祉
連
絡
協
議

会
の
会
員
が
、
市
役
所
近
く
の
慰
霊
塔
の

清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
や
ホ
ウ
キ
を

用
い
タ
イ
ル
を
磨
い
た
り
、
位
牌
を
丁
寧

に
拭
い
た
り
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
千
代
留
愛
子
さ
ん
は
「
先
人
の

尊
い
犠
牲
を
忘
れ
な
い
た
め
に
も
こ
の
活

動
は
次
の
世
代
に
も
引
き
継
ぎ
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

押
切
海
岸
で
保
安
林
の
植
樹

　

11
月
18
日
、
押
切
海
岸
で
地
域
の
親
子

連
れ
な
ど
85
人
が
参
加
し
て
、
ウ
バ
メ
ガ

シ
や
シ
イ
の
木
な
ど
４
種
類
の
１
６
０
本

を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

通
山
・
押
切
地
区
沿
岸
の
松
林
は
、
松

く
い
虫
や
塩
害
等
に
よ
り
毎
年
数
十
本
単

位
で
衰
退
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
植

林
は
そ
の
再
生
を
図
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
松
が
枯
れ
寂
し
く

な
っ
て
い
た
が
、
植
栽
し
た
後
に
整
然
と

植
え
ら
れ
た
様
子
を
見
て
、
こ
の
よ
う
な

活
動
で
み
ど
り
が
守
れ
れ
ば
う
れ
し
い
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
参

加
し
た
い
」
と
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
『
森
を
守
り
育
て
る
』
森
林

環
境
税
事
業
に
よ
り
通
山
海
岸
緑
化
推
進
地

域
活
性
化
対
策
協
議
会
が
行
い
ま
し
た
。

家
族
経
営
協
定
調
印
式

　

11
月
21
日
、
市
役
所
別
館
会
議
室
で
、
市
長

を
は
じ
め
曽
於
畑
地
か
ん
が
い
農
業
推
進
セ
ン

タ
ー
所
長
、
各
農
協
代
表
者
の
立
ち
会
い
の
も

と
、
市
内
９
家
族
の
家
族
経
営
協
定
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
家
族
全
員
が
意
欲
と
生
き
が

い
を
も
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
農
業
経

営
の
や
り
方
や
報
酬
、
休
日
、
生
活
上
の
諸
事

項
な
ど
に
つ
い
て
取
り
決
め
を
行
い
、
家
族
一

人
ひ
と
り
が
役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
、
意
欲

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
調
印
を
行
っ
た
養
豚
業
の
後

継

者
と
な
る
丸
崎
大
地
さ
ん
は

「
父
親
の
教
え
を
請
い
な
が

ら
成
績
を
落
と
さ
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

監査委員表彰を受けました

　10 月 16 日、有馬和増さん（75 歳）
が総務大臣表彰を受けました。
　有馬さんは、昭和 43 年から平成
17 年の間に通算 16 年 7 か月間に
わたり松山町の監査委員として在職
し、監査事務に精励し同地区の地域
発展と住民福祉の増進に貢献し、そ
のことが高く評価されたものです。
　11 月 16 日、家族とともに市役所
を訪れ、伝達を行いました。長い間
のご活躍ありがとうございます。

家族とともに伝達を受けました

ま
つ
り
に
向
け
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

11
月
１
日
、
市
ふ
る
さ
と
協
議
会
松
山

支
部
（
外
勢
裕
明
支
部
長
）
が
11
月
10
日
、

11
日
に
開
催
さ
れ
た
秋
の
陣
ま
つ
り
に
向

け
、
松
山
地
区
内
の
県
道
等
の
草
払
い
や

ご
み
拾
い
の
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
約
80
人
が
参
加
し
、
出
発
式

で
は
外
勢
支
部
長
が
「
き
れ
い
な
道
路
に

し
て
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
は
、地
区
内
主
要
道
路
で
行
わ
れ
、

参
加
者
は
歩
道
の
草
刈
り
の
ほ
か
、
空
き

缶
拾
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

曽
於
植
樹
祭

　

12
月
１
日
、有
明
町
伊
﨑
田
の
霧
岳
で
、

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
曽
於
地
域
の
植
樹
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
曽
於
地
域

の
森
林
・
林
業
の
関
係
者
を
は
じ
め
と
す

る
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
記
念
式
典
の

ほ
か
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
の
植
樹
、

キ
ジ
の
放
鳥
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
植
樹
祭
開
催
は
、
共
生
・
協
働
の

地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
地
元
伊
﨑

田
校
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
や
校
区

公
民
館
等
の
協
力
も
あ
り
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
意
義
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、
当
日
は
林
業
功
労
者
及
び
林
業
技

術
協
議
会
等
の
表
彰
が
あ
り
次
の
方
々
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

林
業
功
労
者
の
部
（
木
屋
武
久
、
米
澤

一
矢
）
椎
茸
生
産
の
部
（
中
川
憲
司
郎
）

枝
物
生
産
の
部
（
坂
下
宗
法
）
林
道
維
持

管
理
の
部
（
志
布
志
市
林
道
岳
野
線
）
学

校
緑
化
の
部
（
有
明
小
学
校
）

平和への誓いを新たに戦没者の霊を慰めました

今回家族経営協定を結ばれた皆さん

平和への感謝を込めて清掃しました

多くの参加者が日が暮れるまで清掃作業を行いました

子どもたちの手によるキジの放鳥

多くの家族連れが植樹を行いました
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市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、月曜日と木曜日の午前5時から
右のＦＭ局で好評放送中です。

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
安
楽
小

　

11
月
９
日
、
安
楽
小
学
校
の
６
年
生
の

児
童
31
人
が
、
志
布
志
警
察
署
や
市
交
通

安
全
協
会
安
楽
分
会
の
協
力
に
よ
り
同
小

近
く
の
交
差
点
で
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た

交
通
安
全
標
語
と
近
く
に
住
む
徳
元
秋
子

さ
ん
が
作
っ
た
お
守
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
中
迫
大
志
さ

ん
は
「
僕
た
ち
だ
け
で
は
事
故
は
な
く
な

り
ま
せ
ん
。僕
た
ち
も
気
を
つ
け
る
の
で
、

運
転
手
の
皆
さ
ん
も
気
を
つ
け
て
運
転
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

爪
楊
枝
を
使
っ
て
大
き
な
点
描
画

　

11
月
９
日
、
志
布
志
中
学
校
で
開
催
さ

れ
た
文
化
祭
で
高
さ
２
・
７
㍍
×
幅
１
・
８

㍍
の
大
き
な
点
描
画
が
展
示
さ
れ
文
化
祭

を
訪
れ
た
保
護
者
な
ど
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
点
描
画
は
同
中
の
１
年
生
が
、
市

の
伝
統
と
文
化
を
形
に
し
よ
う
と
約
20
万

本
の
爪
楊
枝
を
８
色
に
色
分
け
し
て
作
成

し
た
も
の
で
す
。

　

１
６
４
人
の
１
年
生
は
、
こ
の
作
品
を

２
週
間
か
け
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

作
品
作
り
を
行
っ
た
有
川
綾
太
さ
ん
は

「
皆
で
36
の
班
に
分
か
れ
て
作
り
ま
し
た
。

最
初
は
何
を
作
っ
て
い
る
か
分
ら
な
か
っ

た
け
ど
完
成
し
た
の
を
見
て
感
動
し
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今

年
退
職
す
る
校
長
先
生
の
肖
像
画
も
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

留
学
生
と
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
が
先
生

　

11
月
１
日
、
田
之
浦
小
学
校
で
青
年
海

外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
安
樂
健
一
さ
ん
（
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
派
遣
）
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
か
ら

の
留
学
生
イ
ノ
セ
ン
ト
・
ロ
ッ
サ
ム
・
ム

ジ
ェ
マ
さ
ん
が
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利

用
し
て
子
ど
も
た
ち
に
国
際
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

留
学
生
の
ム
ジ
ャ
マ
さ
ん
の
講
義
で
は

ア
フ
リ
カ
の
自
然
や
文
化
な
ど
に
つ
い
て

ク
イ
ズ
を
出
し
た
り
し
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
タ
ン
ザ
ニ

ア
で
は
野
球
を
す
る
人
は
い
な
く
て
サ
ッ

カ
ー
の
方
が
盛
ん
で
す
」
な
ど
子
ど
も
た

ち
は
ム
ジ
ャ
マ
さ
ん
の
言
葉
に
目
を
輝
か

せ
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

校
庭
の
バ
ナ
ナ
が
給
食
に
　
通
山
小

　

11
月
16
日
、
通
山
小
学
校
で
給
食
時
間

に
、
６
年
生
が
同
校
の
校
庭
に
生
え
て
い

る
バ
ナ
ナ
を
試
食
し
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
ナ
ナ
は
昭
和
47
年
頃
に
校
庭
に

数
本
生
え
て
い
た
も
の
を
、
昭
和
55
年
に

在
籍
し
た
安
あ
ん
し
ょ
う荘
利
徳
校
長
が
地
域
の
方
に

相
談
を
行
い
、
バ
ナ
ナ
の
育
て
方
や
実
ら

せ
方
に
つ
い
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

現
在
は
、
１
０
０
本
程
の
バ
ナ
ナ
の
木

が
生
え
、
増
え
す
ぎ
た
茎
の
処
理
と
草
払

い
を
す
る
だ
け
で
、
バ
ナ
ナ
が
実
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
夏
が
暑
か
っ
た

せ
い
か
７
、８
房
の
バ
ナ
ナ
が
実
り
、
全

校
児
童
が
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

試
食
し
た
別
府
優
介
さ
ん
は
「
買
っ
た

の
よ
り
お
い
し
い
で
す
。
来
年
も
た
く
さ

ん
実
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
木
の
下
で
太
鼓
の
演
奏
会

　

11
月
16
日
、
尾
野
見
小
学
校
校
庭
で
、

野
田
郷
島
津
太
鼓
の
演
奏
会
が
行
わ
れ
、

集
ま
っ
た
親
子
連
れ
な
ど
１
５
０
人
余
り

が
太
鼓
の
音
色
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
演
奏
会
は
、
森
林
環
境
税
事
業
を

活
用
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に
よ
る
同
小
恒
例

行
事
の
親
子
夜
間
歩
こ
う
会
の
後
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

同
小
に
は
ケ
ヤ
キ
や
モ
ミ
の
木
、
イ

チ
ョ
ウ
と
い
う
大
き
な
木
が
育
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
木
は
尾
野
見
校
区
の
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
で
、
大
木
の
下
で
演
奏
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
小
３
年
生
の
上
ノ
園
麻
衣
さ
ん
は

「
屋
外
で
の
演
奏
は
空
高
く
音
が
届
い
て

い
き
そ
う
で
凄
か
っ
た
で
す
」
と
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

一
級
技
能
士
か
ら
プ
リ
ン
づ
く
り
を
学
ぶ

　

11
月
29
日
、
伊
﨑
田
小
学
校
で
、
洋
菓
子

店
プ
リ
ン
ス
伊
﨑
田
の
堀
口
典
夫
さ
ん
が
３

年
生
22
人
や
保
護
者
、
教
職
員
に
焼
き
プ

リ
ン
の
作
り
方
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、以
前
に
３
年
生
の
社
会
科「
人

び
と
の
仕
事
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

の
学
習
で
同
工
房
を
見
学
し
た
児
童
に
堀

口
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
の
家
に
あ
る
道
具
や

材
料
で
も
お
い
し
い
プ
リ
ン
が
つ
く
れ
ま

す
」
と
話
し
た
こ
と
か
き
っ
か
け
に
な
り

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

プ
リ
ン
作
り
で
堀
口
さ
ん
は
「
材
料
は

最
後
ま
で
キ
チ
ン
と
使
う
」「
お
菓
子
作

り
も
学
習
も
集
中
力
が
大
切
」
な
ど
お
菓

子
作
り
を
通
し
て
子
ど
も
達
に
様
々
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
手
作
り
プ
リ
ン
に
子
ど

も
た
ち
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

サプライズで校長先生の肖像画も贈られました

子どもたちはドライバー一人ひとりに交通安全を呼びかけました

子どもたちは日本と海外の違いについて学びました

学校で採れたバナナをおいしそうに食べる児童

寒い中、澄んだ空気のなか太鼓の音色がとどろきました

プロの妙技に見入る子どもたち

2007.12 ■市報しぶし　10
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静
寂
の
中
で
自
分
と
向
き
合
う

　

11
月
12
日
、
大
慈
寺
で
海
上
自
衛
隊
鹿

屋
航
空
基
地
で
訓
練
を
続
け
て
い
る
第

２
１
１
教
育
航
空
隊
の
12
人
が
卒
業
を
前

に
、
東
郷
平
八
郎
元
帥
も
訪
れ
た
こ
と
も

あ
る
同
寺
で
、
と
ん
ぼ
会
や
隊
友
会
等
の

支
援
団
体
の
見
守
る
中
で
禅
を
体
験
し
、

平
常
心
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

同
隊
は
、
海
自
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
養
成
を
行
っ
て
お
り
、
卒
業
後

は
全
国
各
地
の
部
隊
で
活
躍
し
ま
す
。

　

境
内
の
清
掃
や
精
進
料
理
を
体
験
の

後
、
本
堂
で
石
田
恵
一
住
職
が
「
身
体
と

呼
吸
と
心
」
の
調
和
を
求
め
る
禅
の
心
構

え
を
説
く
中
で
坐
禅
を
組
み
ま
し
た
。

　

静
寂
の
中
に
住
職
が
警
き
ょ
う
さ
く策
を
入
れ
る
音

だ
け
が
響
き
、
隊
員
た
ち
は
静
か
に
自
分

と
向
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

け
い
さ
つ
ふ
れ
あ
い
展
を
開
催

　

11
月
11
日
、「
け
い
さ
つ
ふ
れ
あ
い
展
」

in
秋
の
陣
ま
つ
り
が
同
ま
つ
り
会
場
の

や
っ
ち
く
奉
行
所
特
設
会
場
で
行
わ
れ
、

多
く
の
親
子
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

白
バ
イ
や
パ
ト
カ
ー
の
展
示
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
白
バ
イ
に
股
が
り
写
真
を

撮
っ
た
り
、
パ
ト
カ
ー
に
つ
い
て
警
察
官

か
ら
説
明
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
警
本
部
か
ら
鑑
識
官
も
駆
け

つ
け
、
高
度
な
科
学
的
知
識
や
技
術
を
用

い
て
、
犯
人
が
現
場
に
残
し
た
物
な
ど
か

ら
、
犯
罪
が
行
わ
れ
た
形
跡
を
調
べ
た
り

す
る
鑑
識
の
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
展
を
訪
れ
た
吉
井
来あ

と

む
斗
夢
さ

ん
は
「
楽
し
か
っ
た
で
す
。
指
紋
や
足
跡

で
も
犯
人
が
分
か
る
の
が
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ス
の
花
が
彩
を
添
え
ま
し
た

　

野
井
倉
南
部
保
全
協
議
会
（
南
眞
太
郎

会
長
）
は
、
農
林
水
産
省
が
行
っ
て
い
る

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
一
環
と

し
て
環
境
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
・
農
業
用
水
等
の
資
源
の
適
切
な

保
全
管
理
が
農
家
の
高
齢
化
等
に
よ
り
困

難
に
な
り
、
農
業
者
だ
け
で
な
く
、
地
域

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
保
全
管
理
に
努
め

て
い
く
も
の
で
す
。

　

同
協
議
会
は
、
地
区
内
の
景
観
形
成
の

一
環
と
し
て
、
水
田
約
８
㌶
、
１
・
８
㌖
に

地
域
内
の
子
ど
も
会
育
成
会
の
協
力
で
、

コ
ス
モ
ス
２
千
万
本
分
の
作
付
け
を
行

い
、約
１
千
万
本
が
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
「
本
活
動
は
平
成
19
年
度
か
ら
５
年
間

実
施
す
る
た
め
、
来
年
は
農
業
者
だ
け
で

は
な
く
、
一
般
の
住
民
も
含
め
て
取
り
組

み
た
い
」と
南
会
長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

花
嫁
化
粧
着
付
競
技
で
日
本
一

　

11
月
６
日
、
群
馬
県
で
開
催
さ
れ
た
第

35
回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会
に
小

屋
敷
由
美
さ
ん
が
、
花
嫁
化
粧
着
付
競
技

の
部
に
出
場
し
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

小
屋
敷
さ
ん
は
実
家
の
美
容
院
「
イ

マ
ー
ジ
ュ
（
志
布
志
町
志
布
志
）」
で
チ
ー

フ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、

県
大
会
優
勝
後
は
練
習
を
重
ね
、
初
め
て

の
全
国
大
会
出
場
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

小
屋
敷
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
に
美
容
師

の
修
行
を
始
め
、
花
嫁
化
粧
着
付
は
５
年

程
前
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
、
市
役
所
を
叔
父
の
森
村
善

男
さ
ん
と
と
も
に
訪
れ
報
告
を
行
い
ま
し

た
。「
短
い
競
技
時
間
で
仕
上
げ
る
の
は

大
変
で
し
た
。
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
」

と
小
屋
敷
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

還暦同窓会で市木を寄贈

　11 月 3 日、市内ホテルで昭和 38
年出水中学校卒業生の還暦同窓会が
行われました。
　同窓会には恩師の森永敏弘先生、
新川静子先生も参加し、東京や大阪、
九州管内から 42 人が集まり、思い
出に浸りました。
　また、思い出の中学校を訪れ、市
の木でもある樹齢 30 年余りの大き
な檳

びろ う

榔の木が記念植樹されました。
翌日は観光旅行も行うなど素晴らし
い還暦同窓会となりました。

還暦同窓会で記念植樹された “ 檳榔 ”

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式

　

11
月
24
日
、
ア
ピ
ア
隣
の
鉄
道
記
念
公

園
で
志
布
志
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
す
っ

か
り
お
な
じ
み
と
な
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
商
工
会
青
年
部
が
中
心
と
な
り
、

市
役
所
が
ん
が
ら
会
（
若
手
職
員
の
集
ま

り
）
等
が
協
力
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
当
日
ま
で
準
備
を
行
っ
た
束

前
雅
之
商
工
会
青
年
部
長
は
「
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
ま
ち
の
雰
囲
気
を
明
る
く

し
て
、
活
性
化
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
は
夕
方
18
時

か
ら
23
時
の
間
、
１
月
６
日
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。（
ク
リ
ス
マ
ス
・
元
日
は
朝
ま
で
）

「
自
衛
艦
が
入
港
し
ま
し
た
」

　

11
月
３
日
、
４
日
に
か
け
、
郷
土
の
名

を
冠
し
た
輸
送
艦
「
お
お
す
み
」
が
約
７

年
ぶ
り
に
江
﨑
艦
長
は
じ
め
総
員
１
３
２

人
と
共
に
志
布
志
港
に
入
港
し
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
、
本
市
に
馴

染
み
の
あ
る
名
を
冠
し
た
、
潜
水
艦
「
わ

か
し
お
」
が
初
め
て
、
土
谷
第
４
潜
水
隊

司
令
並
び
に
川
北
艦
長
は
じ
め
総
員
約
70

人
と
共
に
志
布
志
港
に
入
港
し
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
海
上
自
衛
隊

の
掃
海
母
艦
２
隻
、
掃
海
艦
２
隻
、
掃
海

艇
22
隻
、
計
26
隻
が
柴
田
雅
裕
群
司
令
は

じ
め
総
員
約
１
３
０
０
人
が
全
国
か
ら
志

布
志
港
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

尚
、
11
月
24
日
に
は
掃
海
艇
の
一
般
公

開
も
行
わ
れ
多
く
の
親
子
連
れ
等
が
見
学

に
訪
れ
ま
し
た
。

散
水
器
具
の
実
演
会
を
実
施

　

本
市
に
お
け
る
畑
地
か
ん
が
い
事
業

は
、
松
山
・
志
布
志
地
区
の
曽
於
東
部
地

区
は
本
年
度
中
に
国
営
事
業
が
完
了
し
、

水
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
明
地
区
が
含
ま
れ
る
曽
於
南

部
地
区
は
、
本
年
度
か
ら
一
部
通
水
が
開

始
さ
れ
、
平
成
26
年
度
ま
で
通
水
面
積
が

拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
畑
作
用
水
の
多
く
を
降
雨

に
頼
っ
て
お
り
、
干
ば
つ
な
ど
の
気
象
災

害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
は
畑
地
か
ん
が
い
を
活

用
し
計
画
的
な
水
利
用
が
さ
れ
、
農
家
の

経
営
向
上
等
に
大
き
な
期
待
が
さ
れ
ま

す
。
畑
に
給
水
栓
の
設
置
が
あ
れ
ば
、
土

地
改
良
区
に
水
利
用
を
申
込
み
、
散
水
器

具
を
導
入
す
る
と
水
が
使
用
で
き
ま
す
。

　

営
農
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
散
水
器

具
の
実
演
会
を
、
11
月
８
日
に
有
明
地
区

の
一
部
通
水
予
定
地
域
の
野
神
地
区
及
び

蓬
原
地
区
を
対
象
と
し
た
約
70
人
の
参
加

で
、
ま
た
、
19
日
に
は
、
松
山
・
志
布
志

地
区
の
認
定
農
家
を
対
象
に
約
60
人
の
参

加
で
行
い
ま
し
た
。

　

散
水
器
具
導
入
に
つ
い
て
は
、
松
山
・

志
布
志
地
区
は
、
曽
於
東
部
土
地
改
良
区

（
℡
０
９
８
６
ー
76
ー
１
１
１
１
）
有
明
地

区
は
、曽
於
南
部
土
地
改
良
区
（
４
７
１
ー

３
０
２
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

鑑識体験で子どもたちは指紋等の採取を体験

静かな境内の中で自分と向き合う禅の体験

市長室で叔父の森村さんとともに大会の報告

多くの人がコスモスの花を楽しみました

志布志町婦人連絡協議会によりぜんざいが振る舞われました

多くの家族連れが訪れた一般公開の様子

展示実演会の様子

※お知らせ　商工会青年部では『イルミネーションのある風景写真』を 12 月 15 日まで募集してい
　ます。お問い合わせは市商工会（℡ 472-1108）までお願いします。
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「
自
分
た
ち
が
好
き
な
歌
や
踊
り
を
す

る
こ
と
で
、
喜
ん
で
も
ら
う
と
い
う
の
は

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
す
」
そ
う
話
す
の

は
『
巌
ち
ゃ
ん
一
座
』
座
長
の
原
巌い
わ
おさ
ん

（
有
明
町
伊
﨑
田
）
で
す
。

　

巌
ち
ゃ
ん
一
座
は
志
布
志
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
会
員
や
家
族
を
中
心
に
結
成
さ

れ
た
グ
ル
ー
プ
で
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の

創
作
舞
踊
を
メ
イ
ン
に
歌
や
寸
劇
、
幼
児

の
歌
、
子
ど
も
舞
踊
を
披
露
し
観
客
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
初
め
て
の
公
演
は
市
内
の
老
人
ホ
ー

ム
小
松
の
里
で
し
た
。
と
て
も
緊
張
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
原
さ
ん
。

一
座
旗
揚
げ
の
き
っ
か
け
は
13
年
程
前
に

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲

間
で
「
歌
や
踊
り
で
も
や
ろ
う
」
と
の
話

が
持
ち
上
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
座
は
老
人
ホ
ー
ム
等
を
中

心
に
12
回
の
公
演
の
他
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
創
作
舞
踊
を
披
露

し
、
県
の
文
化
セ
ン
タ
ー
で
も
ス
テ
ー
ジ

に
立
ち
ま
し
た
。
全
体
で
の
稽
古
は
仕
事

の
都
合
も
あ
る
た
め
舞
台
の
１
週
間
前
位

か
ら
行
い
ま
す
。
そ
の
他
は
各
自
で
持
ち

踊
り
等
を
練
習
し
た
り
す
る
そ
う
で
す
。

　

一
座
の
入
門
は
難
し
く
、
娘
婿
の
佐
野

芳
英
さ
ん
も
入
門
は
許
さ
れ
ず
見
習
い
も

８
年
目
に
な
る
と
笑
顔
で
話
す
原
さ
ん
。

平
成
20
年
２
月
２
日
に
は
市
文
化
会
館
の

鳥
羽
一
郎
・
神
戸
ア
コ
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
に

も
一
座
で
参
加
し
ま
す
。

　

家
業
の
家
具
店
も
昨
年
か
ら
子
ど
も
夫

婦
に
引
き
継
ぎ
、
現
在
は
自
由
気
ま
ま
な

暮
ら
し
を
満
喫
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

地
域
に
密
着
し
た
奉
仕
活
動
を
行
い
福
祉

施
設
な
ど
で
積
極
的
に
公
演
を
行
い
た
い

と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　

好
き
な
事
を
し
て
い
る
だ
け
と
話
す
原

さ
ん
で
す
が
、
そ
の
笑
顔
に
は
一
人
で
も

多
く
の
人
に
喜
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い

が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

仕事道具ではなく？お芝居の小道具を手に笑顔の原さん

Vol14.原巌さん（63 歳）

“ 巖ちゃん一座 ” は現在 17 人の団員と数人の見習い、そしてその家族の応援で活動を行っています。
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さ
ん
ふ
ら
わ
ぁ
ミ
ニ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

　

10
月
20
日
、
志
布
志
保
育
園
（
坂
田
ツ

ミ
子
園
長
）
が
、
創
立
５
周
年
記
念
遠
足

で
園
児
、
学
童
及
び
そ
の
保
護
者
や
香
月

地
区
敬
老
会
の
方
々
、
総
勢
３
０
６
人
の

参
加
で
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
ミ
ニ
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
園
が
、

①
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
が
い
つ
ま
で
も
存

　

続
し
、
子
供
た
ち
の
太
陽
で
あ
り
続
け

　

る
こ
と
を
願
い
、
ま
た
、
若
い
保
護
者

　

の
方
へ
こ
の
こ
と
を
改
め
て
意
識
づ
け

　

る
こ
と
。

②
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
乗
り
方
や
レ
ス
ト

　

ラ
ン
利
用
な
ど
船
上
で
の
社
会
的
マ

　

ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
。

③
船
へ
の
関
心
を
深
め
、
そ
こ
に
働
く
人

　

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
。

④
船
上
か
ら
志
布
志
の
町
を
眺
め
る
こ
と

　

で
、
子
供
た
ち
に
は
、
郷
土
へ
の
愛
を

　

芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
、
保
護
者

　

に
は
、
さ
ら
に
そ
の
気
持
ち
を
深
め
て

　

も
ら
う
こ
と
。

⑤
敬
老
会
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、

　

思
い
や
り
や
い
た
わ
り
の
気
持
ち
を
芽

　

生
え
さ
せ
る
こ
と
。

　

を
主
な
目
的
に
、
約
３
時
間
の
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

対
面
式
で
は
、
子
ど
も
た
ち
手
作
り
の

メ
ダ
ル
や
子
ど
も
た
ち
の
顔
や
「
さ
ん
ふ

ら
わ
あ
」
を
描
い
た
寄
せ
書
き
を
船
員
の

方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
船
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
カ
レ
ー
を
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
船
か
ら
見
る

海
や
町
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
船
内
に
大
喜

び
で
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
大
変
満
足
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

志
布
志
保
育
園
の
坂
田
園
長
は「
昨
年
、

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
が
志
布
志
か
ら
撤
退
す
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
が
起
こ
り
、
や

は
り
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
が
利

用
を
し
て
い
く
の
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。
今
回
、
初
め
て
の
企
画
で
、
子

供
た
ち
を
船
に
乗
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、

安
全
面
に
お
い
て
非
常
に
気
を
使
い
ま
し

た
が
、
こ
の
企
画
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
対
し
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

志
布
志
市
に
お
い
て
は
、「
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
志
布
志
航
路
利
用
促
進
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
、「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
と
も
、様
々

な
形
で
市
民
の
方
々
に「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」

を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　一座が演じる創作舞踊はストー
リーも分かりやすく、子どもから
高齢者まで楽しく観劇することが
できます。

さんふらわあの前で全員で記念写真を撮影

保育園に花束のプレゼント

※ 12 月 23 日（日・祝）にクリスマス特別企画さんふらわあクルージングを実施します。
　様々なアトラクションもありますので、是非、この機会にさんふらわあにご乗船ください。
　（詳しくは、市報しぶし 11 月号 18 頁をご覧いただくか港湾商工課までお問い合わせください）
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21 世紀は環境の世紀 ! 未来の子ども達に美しい地球を残すことは今を生きる私たちの責任です。

　

11
月
22
日
に
第
２
回
買
い
物
か
ら
ご
み

減
ら
し
円
卓
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
の
中
で
ご
み
を
い
か
に
減
ら

し
て
い
く
か
と
の
検
討
の
中
で
、
意
識
啓

発
の
た
め
市
民
か
ら
ポ
ス
タ
ー
原
画
と
川

柳
を
募
集
し
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
た
ら

と
い
う
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
結
果
を
受
け
、
次
の
と
お
り

〝
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
〟
ポ
ス
タ
ー
＆
川
柳

を
募
集
し
ま
す
。

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
に
対
し
て

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
声
か
け

　

蓬
の
郷
で
の
実
験
結
果
（
市
報
11
月
号

参
照
）
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
「
レ
ジ
袋

い
り
ま
す
か
」
と
声
か
け
す
る
だ
け
で
レ

ジ
袋
の
辞
退
率
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

ま
た
小
売
店
は
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
に
対

し
て
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声

か
け
の
取
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
と
意
見
が
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
議
論
を

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
の
環
境
学
習
を
！

　

買
い
物
か
ら
ご
み
減
ら
し
を
す
る
た
め

に
は
、
消
費
者
の
環
境
学
習
が
必
要
だ
と

の
意
見
が
前
回
あ
っ
た
た
め
、
環
境
学
習

用
の
ス
ラ
イ
ド
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
今

後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ご
み
の
盗
難
が
相
次
い
で
い
ま
す

　

11
月
13
日
、
資
源
ご
み
回
収
日
に
志
布

志
地
区
で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
紙

類
の
資
源
物
が
盗
難
さ
れ
る
と
い
う
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
資

源
ご
み
は
、
新
た
に
資
源
物
と
し
て
、
引

き
取
ら
れ
、
そ
の
利
益
は
年
度
末
に
各
単

位
衛
生
自
治
会
（
各
集
落
）
に
「
ご
み
分

別
益
金
」
と
し
て
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
源
ご
み
の
回
収
は
「
有
限
会
社
そ
お

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
が
行
な
っ
て
い

ま
す
。（
写
真
が
制
服
で
す
）
こ
れ
以
外

の
業
者
、
個
人
が
回
収
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
方
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

不
審
な
人
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
志
布

志
警
察
署
、
ま
た
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
連
絡
先　

　

市
役
所
環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
１
３
４
）

■問い合わせ先　市役所環境政策課　℡ 474-1111（内線 131）
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
環
境
省
で
研
修

中
の
吉
井
啓
剛
で
す
。

　

今
、
国
会
で
は
温
泉
法
の
改
正
の
審
議

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
東
京
都
渋

谷
区
の
温
泉
施
設
で
の
爆
発
事
故
を
う
け

て
、
温
泉
の
採
取
等
に
伴
い
発
生
す
る
可

燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
防
止
を
図

る
も
の
で
す
。
こ
の
広
報
紙
が
市
民
の
皆

様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
審
議
は
終

了
し
、
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
改
正
を
す
る
国
会
の
議
論
の

関
係
で
、
私
が
所
属
す
る
地
下
水
・
地
盤

環
境
室
に
も
国
会
委
員
会
の
質
問
通
告
さ

れ
た
時
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

そ
の
日
は
午
後
９
時
頃
、
明
日
の
国
会

委
員
会
で
地
下
水
地
盤
関
係
の
質
問
通

告
が
あ
た
っ
た
と
い
う
一
報
が
入
り
ま

し
た
。
毎
日
、
国
会
の
質
問
通
告
が
く
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
「
国
会
解
除
」
と
い

う
状
態
に
な
る
ま
で
は
、
必
ず
各
課
１
人

は
残
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と

い
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
課
室
で
は
、
多

く
の
人
が
毎
日
遅
く
ま
で
通
常
業
務
を
行

い
な
が
ら
質
問
通
告
に
備
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
温
泉
法
の
改
正
を
審
議
中
の
環

境
委
員
会
に
お
い
て
「
地
盤
沈
下
の
デ
ー

タ
を
把
握
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問

通
告
で
し
た
。

　

回
答
は
分
か
り
や
す
く
、
ま
た
、
素
早

く
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
室
長
を

中
心
に
様
々
な
資
料
を
集
め
回
答
を
作
成

し
ま
す
。
関
係
の
あ
る
部
署
と
も
連
絡
を

取
り
合
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
初
め
て
の

経
験
で
し
た
の
で
、
バ
タ
バ
タ
と
走
り

回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
政
府
側
の
回
答
す
る
人
に
対
し

て
「
レ
ク
」
と
言
っ
て
、
内
容
を
十
分
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
回
答
す
る

人
は
、
質
問
を
し
た
人
が
決
め
ま
す
。
例

え
ば
、
大
臣
、
副
大
臣
、
局
長
な
ど
様
々

で
す
。
作
成
し
た
回
答
を
コ
ピ
ー
し
て
大

臣
官
房
と
い
う
部
署
に
持
っ
て
行
き
全
て

終
了
で
す
。
終
わ
っ
た
の
が
午
前
１
時
に

な
っ
て
お
り
、
終
電
時
間
は
す
で
に
過
ぎ

て
い
ま
し
た
。

　

次
の
日
の
環
境
委
員
会
で
は
時
間
切
れ

と
な
っ
て
、
地
下
水
・
地
盤
環
境
室
へ
の

質
問
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
時
間
が
決

ま
っ
て
お
り
、
同
じ
国
会
議
員
が
い
く
つ

も
質
問
を
し
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
は
し
ば
し
ば
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

国
会
開
会
中
は
、
通
常
の
ハ
ー
ド
な
業

務
に
加
え
、
連
日
連
夜
こ
の
よ
う
な
状
況

が
続
き
、
職
員
の
疲
労
蓄
積
は
想
像
を
絶

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
答
弁
書
を
作
成

す
る
の
が
深
夜
、
早
朝
に
ま
で
及
ぶ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
一
日
大
変
で
し
た
が
、
日

常
で
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
の
で
良

か
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で

働
い
て
い
る
間
に
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て

も
ら
い
、
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

第
１
回
　
坂
元
俊
幸
さ
ん

　
マ
イ
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
と
は
、

道
路
な
ど
の
あ
る
区
間
を
決
め
て
自
分
の

空
い
て
い
る
時
間
に
ご
み
拾
い
な
ど
を
す

る
こ
と
で
す
。
拾
っ
て
き
た
ご
み
は
分
別

で
き
る
も
の
は
分
別
し
自
分
の
資
源
ご
み

と
し
て
出
し
ま
す
。

　

現
在
市
内
の
参
加
者
が
９
６
６
人
、
伸

べ
６
１
２
㌔
㍍
の
市
内
道
路
に
つ
い
て
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

今
月
号
か
ら
、
こ
の
作
戦
に
参
加
し

て
い
る
方
の
活
躍
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
坂
元
俊
幸
さ
ん
は
、
水

ケ
迫
団
地
に
引
っ
越
し
て
９
年
に
な
り
ま

す
。
引
っ
越
し
て
知
人
に
家
の
場
所
を
教

え
る
と
「
ご
み
だ
め
の
と
こ
ろ
だ
ね
」
と

言
わ
れ
て
非
常
に
不
愉
快
な
思
い
を

し
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
、
坂
元
さ
ん
が
自
宅
周
辺

の
ご
み
を
拾
う
よ
う
に
な
り
１
年
半

が
経
ち
ま
す
。

　

自
宅
周
辺
の
市
道
が
整
備
さ
れ
、

そ
の
脇
を
流
れ
る
水
路
に
は
蓋
も
設

置
さ
れ
、
せ
っ
か
く
き
れ
い
に
な
っ

た
の
だ
か
ら
、
こ
の
数
百
㍍
の
市
道

は
自
分
の
手
で
ご
み
の
無
い
き
れ
い

な
道
路
に
し
よ
う
と
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

　

最
初
は
、
拾
っ
て
も
拾
っ
て
も
ご
み
が

減
ら
ず
、
２
、３
日
拾
わ
な
い
と
大
変
な

事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
ご
み

の
落
ち
て
い
な
い
日
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

一
番
困
る
の
は
レ
ジ
袋
に
残
飯
と
一
緒

に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
で
、
数
日
経
つ
と

腐
っ
て
処
分
も
大
変
な
の
で
毎
日
、
ご
み

を
拾
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
数
回
ご
み
を

す
て
る
現
場
に
居
合
わ
せ
て
注
意
を
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
と
こ
と
ん
や
ら
な
い
と
気
が
済
ま
な

い
」
と
い
う
坂
元
さ
ん
は
、
毎
朝
、
妻
の

静
香
さ
ん
が
散
歩
を
し
て
「
今
日
は
多
い

み
た
い
」
と
話
す
の
を
聞
い
て
か
ら
市
道

を
数
回
往
復
し
て
ご
み
を
拾
い
ま
す
。
夕

方
に
も
自
動
車
で
帰
宅
す
る
人
が
多
い
時

に
拾
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ご
み
が
落
ち
て
い
る
と
ご
み
を
捨
て

る
人
が
増
え
る
し
、
ご
み
を
拾
っ
て
い
る

人
の
目
の
前
で
捨
て
る
人
も
い
ま
せ
ん
」

と
話
す
坂
元
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
水
ケ
迫

の
マ
イ
ロ
ー
ド
を
お
願
い
し
ま
す
。
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水ケ迫のマイロードを実践する坂元夫妻

回収業者の制服

環
境
省
で
勉
強
し
て
い
る
吉
井
啓
剛
主
事
の

レ
ポ
ー
ト
を
定
期
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

平成 19 年度ひまわり写真コンテスト「ひまわり大賞」

「真夏日」（郡司典子さんの作品）

新
し
い
積
極
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
！

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
を
啓
発
す
る

川
柳
・
ポ
ス
タ
ー
募
集
！

　

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
を
啓
発
す
る
た
め

に
川
柳
や
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
等
は
各
小
売

店
に
掲
示
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

●
川
柳　

は
が
き
に
句
を
書
い
て
次
の

　

宛
先
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ポ
ス
タ
ー　

サ
イ
ズ
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

作
成
し
、
次
の
あ
て
先
ま
で
持
参
、

　

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

平
成
20
年
１
月
31
日
ま
で

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
９
ー
７
４
９
２

　

志
布
志
市
有
明
町
野
井
倉
１
７
５
６
番
地

　

志
布
志
市
衛
生
自
治
会
事
務
局
内

　
「
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
川
柳
・

　
　
　
　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
募
集
」
係

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！
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時
代
は
平
成
に
入
り
、
全
国
各
地
に

パ
ロ
デ
ィ
（
遊
び
心
）
で
地
域
振
興
を

は
か
ろ
う
と
す
る
ミ
ニ
独
立
国
が
立
ち

上
が
り
、
各
地
は
村
お
こ
し
戦
国
時
代

の
様
相
を
呈
し
て
い
た
頃
、
数
名
の
若

者
が
、「
こ
ん
な
ま
ち
だ
っ
た
ら
い
い
よ

ね
」
と
夢
を
語
り
合
う
う
ち
に
、「
こ
の

指
と
ま
れ
！
」
と
、
町
内
各
種
団
体
の

若
者
（
や
る
気
の
あ
る
若
者
、
何
で
も

と
こ
と
ん
ま
で
や
る
バ
カ
者
、
他
地
域

の
こ
と
に
詳
し
い
よ
そ
者
）
へ
呼
び
か

け
、「
松
山
町
の
未
来
を
語
る
会
」（
別

名
、
飲
ん
方
合
戦
）
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
１
５
０
人
以
上
の
若
者
が
参
加

し
、
夜
を
徹
し
た
熱
い
討
論
が
交
わ
さ

れ
「
大
隅
の
國
や
っ
ち
く
松
山
藩
」
の

開
藩
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

大
隅
の
國
や
っ
ち
く
松
山
藩
は
、
文

治
４
年
（
１
１
８
８
年
）
に
松
山
城
を

築
城
し
た
平
重
頼
の
末
孫
で
あ
る
現
代

の
若
者
達
が
知
恵
と
勇
気
を
限
り
な

く
出
し
尽
く
し
、
地
方
の
隆
盛
を
再
び

呼
び
起
こ
し
、
松
山
町
に
新
た
な
る

活
力
と
冨
を
呼
び
起
こ
し
て
い
こ
う

と
い
う
設
定
で
、
大
隅
の
國
や
っ
ち

く
松
山
藩
第
１
回
「
秋
の
陣
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
な
か
で
当
時
の
加
世
田

瑞
穂
町
長
が
「
や
っ
ち
く
魂
で
臨
め

ば
、
必
ず
や
松
山
藩
に
黎
明
が
訪
れ

る
で
あ
ろ
う
」
と
激
励
し
て
い
ま
す
。

　
「
や
っ
ち
く
」
と
は
、
松
山
町
の
特

産
で
あ
る
野
菜
の
“
や
っ
”
と
畜
産
の

“
ち
く
”
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
造
語
で
す

が
、鹿
児
島
弁
で
「
や
り
と
げ
る
」「
や
っ

て
い
こ
う
」「
や
っ
つ
け
る
」
の
意
味
も

有
し
て
お
り
、
そ
の
根
底
に
は
武
士
道
精

神
（
士
の
心
＝
志
）
が
あ
り
ま
す
。

　

大
隅
の
國
や
っ
ち
く
松
山
藩
は
平
成
元

年
に
開
藩
し
、「
い
ざ
出
陣
！
新
源
地
は

大
隅
の
國
や
っ
ち
く
松
山
藩
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
ゆ
る
ぎ
な
い
「
武
士
道

精
神
＝
や
っ
ち
く
魂
」
で
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
こ
の
精
神
が
地

域
力
と
な
り
、
地
域
活
性
化
の
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

大
隅
の
國
や
っ
ち
く
松
山
藩
の
自
由
な

発
想
や
取
り
組
み
が
20
年
近
く
も
活
か
さ

れ
て
き
た
背
景
に
は
、
行
政
側
も
信
念
と

こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
若
者
た
ち
の
取
り
組

み
を
支
え
て
き
た
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
そ

の
姿
勢
の
一
つ
が
、
行
政
は
〝
お
金
は
出

す
が
口
は
だ
さ
な
い
〟と
い
う
姿
勢
で
す
。

町
の
地
域
活
性
化
施
策
の
中
心
に
「
や
っ

ち
く
松
山
藩
」
を
据
え
、
若
者
達
に
町
の

浮
沈
を
委
ね
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
ま
か
せ
き
り
に
す
る
の
で
は

な
く
、
行
政
職
員
は
黒
子
に
徹
し
、
そ
の

活
動
を
全
面
的
に
支
援
し
、
ま
た
、
職
員

で
あ
る
前
に
地
域
住
民
で
あ
る
と
い
う
前

提
の
も
と
、
若
者
た
ち
と
共
に
、
知
恵
を

出
し
、
汗
を
流
し
、
や
っ
ち
く
松
山
藩
と

行
政
と
が
協
働
し
た
地
域
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
前
夜
祭

　

11
月
10
日
、
特
設
会
場
で
行
わ

れ
た
前
夜
祭
で
は
リ
ト
ル
チ
ェ

リ
ー
ズ
玉
江
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

全
員
が
小
学
生
と
は
思
え
な
い

演
奏
で
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
じ
ゃ
っ
ど
ん
小

野
ち
ゃ
ん
の
司
会
で
、
舞
台
は
テ

ン
ポ
よ
く
進
行
し
、
や
っ
ち
く
忍

者
隊
「
忍
」
の
演
劇
や
ハ
ン
ヤ
よ

さ
こ
い
で
舞
台
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

舞
台
の
最
後
に
は
特
別
に
世
界

屈
指
の
ギ
タ
リ
ス
ト
で
あ
る 

ヤ

ン
・
デ
プ
レ
ー
テ
ル
さ
ん
の
演
奏
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

舞
台
も
会
場
も
盛
り
上
が
っ
た
本
祭

　

11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
本
祭
は
、
８

時
45
分
に
大
手
門
が
開
か
れ
る
と
同
時
に

多
く
の
人
が
会
場
に
殺
到
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
に
第
５
代
坂
元
正
人
藩

主
を
先
頭
に
約
１
０
０
人
の
迫
力
あ
る
武

者
行
列
が
会
場
に
現
れ
る
と
、
大
き
な
歓

声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
坂
元
藩
主
や
本
田
市
長
の
あ

い
さ
つ
等
の
後
、
城
南
保
育
所
の
お
ゆ
う

ぎ
や
伝
統
芸
能
の
披
露
、
山
本
リ
ン
ダ
歌

謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
藩
士
達
が
苦
労
し
て

作
っ
た
野
菜
の
大
判
振
る
舞
い
や
手
作
り

の
か
ら
く
り
忍
者
屋
敷
、
様
々
な
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
一
日
中
賑
や
か
な
声

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

リトルチェリーズ玉江の素敵な演奏で観客を魅了しました

迫力ある武者行列

大
隅
の
國
や
っ
ち
く
松
山
藩
秋
の
陣
ま
つ
り



創
年
大
会
で
全
国
に
発
信
！

　

♪
か
さ
ね
た
年
の
数
だ
け
美
し
く

な
っ
て
い
く
桜
の
木
の
下
で
・
・
♪
志

布
志
創
年
市
民
大
学
の
校
歌
が
流
れ
る

中
、　

志
の
ま
ち
宣
言
を
記
念
し
、『
創

年
よ
大
志
を
抱
け
』
を
大
会
テ
ー
マ
に

し
た
「
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
全
国

創
年
大
会
」
が
、11
月
24
日
全
国
よ
り
、

約
６
０
０
人
が
参
加
し
、
志
布
志
市
文

化
会
館
で
幕
が
開
き
ま
し
た
。

　

基
調
提
言
で
は
、
聖
徳
大
学
教
授
で

全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
協
会
理
事

長
の
福
留
強
先
生
よ
り
、
少
子
高
齢
化

社
会
に
お
け
る
創
年
の
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
、「
創
年
は
、
実
年
齢
に
７
掛

け
（
気
の
引
け
る
人
は
８
掛
け
を
・
・
）

し
、
人
生
の
新
た
な
目
標
に
向
か
い
、

挑
戦
す
る
人
で
あ
る
。
創
年
と
子
ど
も

が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
。
志
布

志
は
そ
れ
に
向
か
っ
て
更
に
努
力
し
て

ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
志
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
市
民

大
学
の
七
人
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、

岡
山
県
井
原
市
の
岡
田
章
文
さ
ん
は
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
井
原
「
ま
な
び
め
い
と
」

２
０
０
人
が
主
体
と
な
っ
た
生
涯
学
習

の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
様
子
を
紹
介

さ
れ
、「
元
気
な
ま
ち
に
は
、
元
気
な

人
が
い
る
。
特
に
志
布
志
に
は
、
元
気

な
女
性
が
た
く
さ
ん
い
る
」
と
エ
ー
ル

を
頂
き
ま
し
た
。

　

地
域
女
性
連
協
有
明
支
部
の
「
そ
ば

き
い
」
と
「
に
ぎ
い
め
し
」
で
舌
鼓
を

打
っ
た
あ
と
、
ま
つ
や
ま
キ
ッ
ズ
の
元

気
な
合
唱
「
フ
ロ
ム
し
ぶ
し
」
で
午
後

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

記
念
ト
ー
ク
で
は
「
名
は
体
を
表
す

～
志
あ
る
ま
ち
づ
く
り
～
」
と
題
し
、

奄
美
パ
ー
ク
園
長
宮
崎
緑
さ
ん
が
「
地

域
が
生
き
生
き
す
る
に
は
、
地
域
を
愛

す
る
人
が
力
を
あ
わ
せ
る
こ
と
。
ま
ち

の
カ
リ
ス
マ
性
の
中
に
都
市
軸
が
一
本

貫
い
て
い
る
。そ
こ
に
志
の
軸
が
あ
る
。

そ
れ
を
志
布
志
の
ま
ち
づ
く
り
に
期
待

し
た
い
」
と
世
界
の
都
市
の
形
成
の
事

例
を
引
き
合
い
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
南
さ
つ
ま
市
を

中
心
に
関
西
方
面
の
中
高
生
の
修
学
旅

行
生
を
農
家
民
泊
で
受
け
入
れ
る
下
津

公
一
郎
さ
ん
、
ト
イ
レ
掃
除
を
通
し
て

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を
願
う
霧
島
市

の
鎌
田
善
政
さ
ん
ら
を
パ
ネ
ラ
ー
に

「
子
ど
も
の
感
性
豊
か
な
と
き
の
人
と

自
然
と
の
出
会
い
が
大
切
。
子
ど
も
を

家
庭
と
地
域
で
し
っ
か
り
見
つ
め
育
て

る
志
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
と
結

ば
れ
ま
し
た
。

　

市
民
大
学
生
が
中
心
に
一
人
一
役

ハ
ッ
ピ
姿
で
駆
け
回
り
、
こ
の
創
年
大

会
が
運
営
さ
れ
る
中
に
参
加
者
よ
り
多

く
の
示
唆
と
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

　

市
民
が
主
役
の
共
生
・
協
働
・
自
立

の
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
創
年
の
風
が
目
前
の
黒
潮
に
の
り
、
こ

こ
志
布
志
市
か
ら
全
国
に
発
信
さ
れ
た

ら
と
願
う
感
動
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

志
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

2007.12 ■市報しぶし　20

■問い合わせ先　志布志市教育委員会 　Tel 472-1111（内線 333）　

永井龍雲
　クリスマスライブ

今年は、龍雲のライブでとっておきの
クリスマスを過ごしませんか。

■日時　12 月 23 日（日）　開場 16:30　開演 17:00
■会場　有明農村環境改善センター（市役所隣）　
■料金　3,500 円自由席
※チケット好評発売中！

■チケット・入場整理券のお求めは　市文化会館・やっちくふれあいセンター・　市役所売店・（株）島津・三昧堂・
　　　　　　　　　　　　　　　　　くにみ書店・しぶしアピア・市内郵便局（簡易郵便局を除く）
■チケットの問い合わせ先　教育委員会文化振興課　℡ 472-1111（340）

市内の民俗芸能が公演されます
　　　　　どうぞお越し下さい！

■期日　12 月 16 日（日）
■時間　10：00 ～
■会場　やっちくふれあいセンター	
　　　　　※入場は無料です。
■問い合わせ先　市教育委員会　
　　　　℡ 472-1111（内線 342）

暮らしのいぶきがひとつの魂となって響き合う

民の心を伝承する
第2回志布志市民俗芸能大会

2008 第 3 回志布志ジョガー駅伝競走大会

　駅伝を通じて、心身共に明るく気迫に満ちたたくましい青
少年の育成と走る喜び、走る楽しさを味わうことを目的に

『2008 第 3 回志布志ジョガー駅伝競走大会』を開催します。
多数のチームのご参加をお待ちしています。
■期日　平成 20 年 1月 13 日　( 日 )　雨天決行
■集合場所　志布志市志布志運動公園
■コース　志布志運動公園周辺周回コース　
■参加申込　大会競技規定に従い、所定の申込書に必要事項
　　　　　　を記入のうえ、参加料 ( 遠隔地の場合は現金書
　　　　　　留又は郵便小為替 )を添えて申し込みください。
■申込締切　12 月 21 日（金）（※当日消印有効）
■問い合わせ先　　　志布志市教育委員会　生涯学習課内
　　　　　志布志ジョガー駅伝競走大会実行委員会事務局
　　　　　　TEL 472-1111（内線 331）・FAX 473-1880

参加者
募集 !!

第 3 回 志 布 志 市 生 涯 学 習 の ま ち づ く り
 花いっぱいコンクール
～職場・地域・学校・家庭であなたも応募参加してみませんか～
■応募締切　２月 8日 ( 金 )
　●学校の部
　●地域・職場の部
　●家庭花壇の部
　●ガーデニングの部

つけもの名人コンクール
～世界にオンリーワンのあなただけの味を～

つけもの名人募集！
■応募締切　2月 8日 ( 金 )
■作品納入日 2月 23 日 ( 土 )
■納品場所　生涯学習センター
■審査日時　2月 24 日 ( 日 ) 11 時から 14 時
■審査方法　一般投票により決定します

■問い合わせ先　志布志市生涯学習センター　℡ 472-3050

平成 19 年度　志布志市生涯学習フェスティバル

　　　※開催期間中、ホールや会議室にて各機関パネル・講座生作品を展示しています。
　　　※生涯学習の 2日間を楽しんでください。

　　　　　　2 月 23 日（土）～ 24 日（日）志布志市文化会館
■ 23 日（土）　生涯学習推進大会　開会行事・表彰・生涯学習まちづくり講演会『廣中邦充』『北原照久』
■ 24 日（日）　生涯学習グランドフィナーレ　講座舞台発表・生涯学習ふれあい体験など

しぶし IKIIKI 夢発見塾

創年と子どもの交流のための指導者養成セミナー

■地域アニメーター養成講座受講生募集！
　新しい自分を発見しませんか。現代をより良く生きるた
めの生涯学習について楽しく取り組むために、その基本か
ら応用まで、わかりやすく解説し、全国のまちづくりの事
例をもとに実践的に楽しく学びます。
　特にまちづくりに関わる楽しみ方など、創造的な生き方
を探るセミナーです。
　なお、受講者には、全国に通用する「地域アニメーター
（地域活性化指導者）」の受講終了証と申請により、海部俊
樹氏より認定資格が授与されます。
　今年のテーマは「ふるさと再生語り部でまちづくり」です。
■日時　平成 20 年 1月 19 日（土）9:20 ～ 16:30
■会場　志布志市文化会館
■主催　志布志市教育委員会　志布志市生涯学習推進委員会
　志布志市生涯学習まちづくり研究会
■講　師　福留　強（聖徳大学教授）
　　　　　神部　明宏（聖徳大学准教授）
■参加費　一人 1000 円（昼食代・資料代込み）
※ 17:00 より、まちづくり交流会を予定しています。
　参加者は、別途 1000 円必要です。
■申込み・問い合わせ先　市生涯学習センター　℡ 472-3050

まつやまキッズの歌声による午後の部のスタート

宮崎緑さんの講演

多くの人が市民文化会館に集まりました

■公演日　平成 20 年 2月 5日（火）　
　　　　　開場 18:00　開演 18:30
■会　場　志布志市文化会館
■入場料　
　S席 4,000 円　A席 3,000 円
　B席 2,000 円　C席 1,000 円

劇団四季ファミリーミュージカル志布志市公演

　　　　魔法をすてたマジョリン

前売り券は下記プレイガイドで好評発売中 !

大黒摩季コンサート
　ありがとうそして・・・　　 2008.2.16
■市文化会館　　会場 18:00　開演 18:30
全席指定　Ｓ席 6,500 円・Ａ席 5,500 円・立見 4,000 円
※前売券は市文化会館・チケットぴあ・ローソンチケッ
　トで販売中 !（残り僅か !）

プレイガイド
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風
力
発
電
は
発
電
出
力
の
増
加
や
技
術

の
向
上
に
よ
り
、
九
州
全
域
で
の
導
入
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
志
布
志
市
の
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
の
62
・
０
㌫
は
風
力
発
電
で
、

市
北
東
部
か
ら
志
布
志
湾
ま
で
の
山
間
部

に
風
況
の
良
い
地
域
が
分
布
し
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
民
間
企
業
が
事
業
主
体
と
な

り
、
最
新
の
大
型
機
種
を
数
機
並
べ
た

ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
で
売
電
を
目
的
に
具

体
的
な
検
討
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
太
陽

光
発
電
と
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
照
明
灯
に
つ
い
て
も
以
下
の
と
お
り
検

討
し
ま
し
た
。

■
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て

【
想
定
条
件
】

●
風
車
出
力
…
…
…
２
千
㌗
×
７
基

●
予
想
風
速
…
…
…
６
．
５
㍍
／
秒

●
設
備
利
用
率
…
…
27
・
９
㌫

●
耐
用
年
数
…
…
…
15
年
以
上

【
概
略
収
支
】

●
予
想
収
支
…
２
億
９
千
万
円
／
年
（
九

　

州
電
力
㈱
の
最
大
電
力
単
価
を
適
用
）

●
シ
ス
テ
ム
価
格
…
33
億
６
千
万
円

　
（
補
助
適
用
後
）…
24
億
６
千
４
百
万
円

【
環
境
効
果
】

●
予
想
発
電
量
…
３
万
２
８
１
０

MWh
／
年

　
　
　
　

…（
約
６
８
０
０
世
帯
／
年
分
）

●
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
量
…

　
　
　
　
　
　

…
１
万
８
２
１
０
ｔ
／
年

●
ド
ラ
ム
缶
換
算
原
油
削
減
量
…

　
　
　
　
　
　

…
４
万
１
９
１
４
本
／
年

　

な
お
、
導
入
効
果
と
し
て
新
た
な
観
光

資
源
と
な
る
こ
と
や
、
借
地
料
、
固
定
資

産
税
等
の
経
済
効
果
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま

す
が
、
設
置
に
あ
た
っ
て
は
場
所
・
風
況
・

景
観
等
の
賛
否
や
、
売
電
先
（
九
州
電
力

㈱
）
と
の
調
整
が
あ
り
ま
す
。

■
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
照
明
灯
に
つ
い
て

【
想
定
条
件
】

●
太
陽
光
パ
ネ
ル
…
…
…
…
…
１
１
４
㍗

●
風
車
…
定
格
出
力
…
…
…
…
…
…
72
㍗

発
電
開
始
風
速
１
・
８
㍍
／
秒

●
耐
用
年
数
…
…
10
年

●
設
置
台
数
…
…
５
基

●
灯
具
…
…
32
㍗
×
８
時
間
×
３
６
０
日

【
概
略
収
支
】

●
削
減
電
力
金
額
換
算
…
１
万
５
８
０
円
／
年

　
（
九
州
電
力
㈱
の
業
務
用
電
力
Ａ
の
平

　

均
単
価
を
適
用
）

●
シ
ス
テ
ム
価
格
…
…
…
…
７
５
０
万
円

　
（
補
助
適
用
後
）
…
…
…
５
５
０
万
円

【
環
境
効
果
】

●
消
費
電
力
…
…
…
…
…
４
６
０
kWh
／
年

●
二
酸
化
炭
素
削
減
量
…
２
５
５
㎏
／
年

●
ド
ラ
ム
缶
換
算
原
油
削
減
量
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
１
本
／
年

　

な
お
、
身
近
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
灯
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
意
識

向
上
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に
防
犯
に
も
役
立

ち
ま
す
。
し
か
し
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
寿
命

が
あ
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
日
射
量

を
活
用
し
た
太
陽
光

発
電
の
導
入
を
検
討

し
ま
し
た
。
学
校
へ

蓄
電
池
と
組
み
合
わ

せ
て
設
置
し
、
災
害

時
の
緊
急
避
難
所
と

し
て
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

【
想
定
条
件
】

●
発
電
出
力
…
…
…
…
…
20
㌗

●
非
常
用
バ
ッ
テ
リ
ー
…
あ
り

●
耐
用
年
数
…
…
…
…
…
15
年

【
概
略
収
支
】

●
削
減
電
力
金
額
…
…
28
万
８
千
円
／
年

　
（
現
在
の
学
校
の
電
気
料
金
の
平
均
単

　

価
を
適
用
）

●
シ
ス
テ
ム
価
格
…
…
２
千
万
円

　
（
補
助
適
用
後
）…
…
１
千
万
円

【
環
境
効
果
】

●
予
想
発
電
量
…
２
万
４
１
４
０
kWh
／
年

●
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
量
…

　
　
　
　
　
　

…
１
万
３
３
９
８
㌕
／
年

●
ド
ラ
ム
缶
換
算
原
油
削
減
量
…

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
31
本
／
年

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
の
啓
発
と
併
せ
て
環
境
教

育
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

　

次
回
も
引
き
続
き
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
具
体
的
な
導
入
構
想
に
つ
い
て
紹
介

し
て
ま
い
り
ま
す
。

新エネルギー導入構想について①
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■問い合わせ先　志布志市立図書館 　Tel 472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館

情

報
■ : 休館日
○ かみふうせん読み聞かせ会	 14 時〜
○ 本館読み聞かせ会	 14 時～

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

新刊案内
■「クローバー ]　　島本　理生　著

　ワガママで思い込みが激し
い、女子力全開の華子。双子の
弟で、やや人生不完全燃焼気味
の理科系男子、冬冶。騒がしく
も楽しい時は過ぎ。やがて新し
い旅立ちの予感が訪れるー。「野
生時代」掲載を単行本化。

■「ブックストア・ウォーズ ]　蒼野　圭　著　
　27 歳の書店員・亜紀は、結
婚して幸せいっぱい、仕事でも
ユニークな企画を次々打ち出し
ている。しかし、40 歳の副店
長・理子とは、ことごとく衝突
続き。その理子が店長に昇進し
た直後、半年後に店が閉鎖され
ることになり・・・。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「クリスマス」

クリスマス読書会のお知らせ
■本館　12 月 22 日（土）　午後 2時～
　ハンドベル・ブラックシアター・大型紙芝居・人形劇ほ
　か（共催：かみふうせん）
■松山分館　　12 月 22 日（土）　午後 2時～　クリスマス会
■志布志分館　12 月 15 日（土）　午前 10時 30 ～   〃
■安楽　〃　　12 月 22 日（土）　午後 2時～　　  〃　

■香月分館　12 月 22 日（土）　午前 10時 30 ～　クリスマス会
■有明分館　12 月 22 日（土）　午前 10時～		 〃　
	 　　（有明農村改善センター内にて）
※プレゼントを用意していますので、お友達をさそって、
ご参加下さい。
■お知らせ　12 月 29 日（土）～ 1 月 3 日（木）は年末
年始のため、休館となります。なお、図書の返却は返却ポ
ストをご利用下さい。

今月のテーマ図書
「年賀状」

市立図書館は地域の情報発信の源であり、
市民の生涯学習を支援する拠点施設です。

　市立図書館は市民の皆様方に広く情報を発信し、提供す
るため、一般図書のほか絵本などの児童図書、郷土資料、
辞書、図鑑、新聞、雑誌など常に新しい情報を満載して皆
様のご来館 ･ご利用をお待ちしております。
　まだ市立図書館に足を運んだことのない方、是非一度市
立図書館に足を運んでみてください、図書資料の多さを実
感されるとともに、新しい発見があると思います。

図書館は子育てを支援します

　市立図書館では、子育てを支援する為、毎月第 2水曜日
に読み聞かせ（大型絵本やエプロンシアターなど）や、絵
本の貸出を行っております。
詳しくは、志布志子育て支援センター又は、市立図書館ま
でお問い合わせ下さい。
■子育て支援センターはぐくみランド　℡ 472-8993
■志布志市立図書館　　　　　　　　　℡ 472-3322

５
12

土

休館日カレンダー（本館）

January　1 月
日 月 火 水 木 金 土

６ ７ ８ ９ 10 11
13 14 15 16 17 18 19

December　12 月
日 月 火 水 木 金
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29

○

１ ２ ３ ４

○

30 31

出所：南大隅ウィンドファーム

開田の里公園ハイブリッド灯

太陽光発電パネル

○

　
風
力
発
電
の
導
入
構
想

市では環境に優しい「新エネルギー」の導入を目指し
ています。これまで数回に渡り各種調査結果、アンケー
ト結果、導入の基本方針などについて紹介してきまし
た。今月から３回に分けて導入の基本方針に基づいた
具体的な導入構想について紹介いたします。

　
太
陽
光
発
電
の
導
入
構
想

絵本貸出の様子

図書館を利用しましょう

Vol. ９

■問い合わせ先　企画政策課企画調整係　℡ 474-1111（内線 254）



■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  Tel 474-1111　志布志支所福祉課   Tel 472-1111　松山支所福祉課  Tel 487-2111

■女性支援相談室・相談フリーダイヤルをご利用ください。℡ 0120-786-054（平日 8:30 ～ 17:00）
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■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　Tel 474-1111（内線 250・256）
　「男女共同参画に関する住民意識調査報告書」は、市のホームページや図書館、公民館で閲覧することができます。

　

志
布
志
市
に
住
む
10
代

か
ら
80
代
ま
で
の
女
性

１
０
０
人
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
市
民

の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え

て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
年

代
の
女
性
た
ち
が
抱
え

る
問
題
や
悩
み
を
年
代

別
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
そ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
い

ろ
ん
な
年
代
の
い
ろ
ん
な

方
た
ち
と
一
緒
に
語
り
合

い
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
志

布
志
市
を
よ
り
良
く
し
て

い
き
た
い
、
活
気
に
満
ち

た
い
き
い
き
と
輝
け
る
町

に
し
た
い
と
い
う
目
的
で

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
ろ
ん
な
人
の
い
ろ
ん
な
考
え
を
聞

き
、そ
し
て
自
分
の
考
え
を
出
し
合
っ
て
、

あ
な
た
が
抱
え
る
、
私
が
抱
え
る
、
私
た

ち
が
抱
え
て
い
る
〝
モ
ヤ
モ
ヤ
（
問
題
や

悩
み
）〟
を
解
消
さ
せ
ま
せ
ん
か
？

　

私
た
ち
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
役
と

な
っ
た
講
演
会
で
す
。
団
体
、
個
人
は
問

い
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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尊
厳
を
も
っ
て
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く

あ
り
た
い
。
こ
れ
は
誰
も
が
望
む
こ
と
で

す
が
、
こ
の
願
い
を
は
ば
み
、
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
認
知
症
」
で
す
。

い
ま
や
老
後
の
大
き
な
不
安
で
も
あ
り
ま

す
。

　

認
知
症
は
誰
に
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病

気
に
よ
る
も
の
で
、
85
歳
以
上
で
は
４
人

に
１
人
に
そ
の
症
状
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
全
国
で
現
在
は
１
６
９
万
人
で

す
が
今
後
20
年
で
倍
増
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
が
記
憶
障
害
や
認
知
障
害

か
ら
不
安
に
陥
り
、
そ
の
結
果
ま
わ
り
の

人
と
の
関
係
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
見
ら
れ
、
家
族
が
疲
れ
切
っ
て
共
倒

れ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
周
囲
の
理
解
と
気
遣
い
が

あ
れ
ば
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は

可
能
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
地
域
の
支
え
が
必
要
で

す
。
だ
れ
も
が
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
も
ち
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を

支
え
る
手
だ
て
を
知
っ
て
い
れ
ば
「
尊
厳

あ
る
暮
ら
し
」
を
み
ん
な
で
守
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
16
年
12
月
「
痴
呆
」
か
ら
「
認
知

症
」
へ
と
呼
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
背
景
に
は
「
痴
呆
」
は
屈
辱
的
で
、

高
齢
者
の
尊
厳
を

欠
く
表
現
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
実
態

を
正
確
に
表
し
て

い
な
い
こ
と
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
支
障
と
な
っ
て
い

る
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
変
更
を
契
機
と
し
て
、全
国
で
は
、

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
認
知
症
を
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
を
見
守
る
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

志
布
志
市
で
も
今
年
度
、
２
回
の
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し

１
４
１
名
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
受

講
者
に
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。
腕
に
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
は
め
て

い
る
人
を
見
た
時
は
「
地
域
の
応
援
者
」

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
心

臓
病
や
高
血
圧
症
と
同
じ
よ
う
な
病
気
で

あ
る
と
い
う
意
識
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
す
か
ら
、
や
は
り
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
必
要
で
す
。「
な
ん
か
お
か
し
い
」
と

思
っ
た
時
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
専
門
医
・

地
域
の
相
談
機
関
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
・
市
役
所
・
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
等
）に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
県
内
で
認
知
症
に
関
す
る
電
話
相

談
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
時
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
電
話
相
談
窓
口

●
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
鹿
児
島

　

県
支
部
（
や
す
ら
木
会
）

　
　

火･

水
・
金
曜
日　

10
時
～
16
時

　
　

℡
０
９
９
ー
２
５
７
ー
３
８
７
７

●
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

　
　

℡
０
９
９
ー
２
５
５
ー
０
６
１
７

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

●
対
象
者　

志
布
志
市
に
住
所
の
あ
る
65

　
　
　
　
　

歳
以
上
の
方

●
接
種
場
所　

市
内
及
び
契
約
し
て
あ
る

　
　
　
　
　
　

市
外
の
医
療
機
関

※
接
種
を
受
け
る
医
療
機
関
に
直
接
申　

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
接
種
期
間

　

12
月
31
日
ま
で（
医
療
機
関
の
診
療
日
）

●
自
己
負
担
額

　

５
０
０
円
（
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
）

※
接
種
料
金
が
２
５
０
０
円
以
上
か
か　

る
場
合
２
０
０
０
円
を
除
い
た
額
が　

個

人
負
担
に
な
り
ま
す
。

●
接
種
に
必
要
な
も
の

①
住
所
と
年
齢
を
確
認
で
き
る
も
の　

　
（
保
険
証
、
医
療
受
給
者
証
等
）

②
健
康
手
帳
（
持
っ
て
い
る
方
の
み
）

※
予
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

※
ご
本
人
が
、
接
種
を
希
望
す
る
場
合
に

の
み
、
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。　
（
接

種
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
保
健
課
保
健
対
策
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
６
６
）

♪
ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム
【
ジ
ェ
ン
ダ
ー
チ
ェ
ッ
ク
】

あ
な
た
の
深
層
心
理
に
隠
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
印
を
付
け
、
○
印
の
数
を
数
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
あ
な

た
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
度
は
？
？
今
回
は
「
家
庭
生
活
編
」
で
す
。

市内の 10 代から 80 代女性を対象に実施したアンケートの回答により、それ
ぞれの年代別の悩みや問題をみんなで語り合い、解決しましょう！　託児ご
希望の方は事前にお申し込みください。
　　　　　　　　　　　オープニングアトラクション、講演会（予定）
　　　　　　　　　　　甘茶・お茶・珈琲と手作りお菓子の振る舞いもあるよ !

　■ 10 歳代テーマ　「残りたい！でも残れない！　もっと職場を！」
　　■ 20 歳代テーマ　「もっと熱くなろう、若者よ！」
　　　■ 30 歳代テーマ　「子育てと仕事の両立のためには？」
　　　　■ 40 歳代テーマ　「私が元気に働くためには？」
　　　　　■ 50 歳代テーマ　「みんなが安心して暮らせるまちって？」
　　　　　　■ 60 歳代テーマ　「おごじょたちよ。出番だよ。」
　　　　　　　■ 70 歳代テーマ　「あたや元気やっど！地域のためにきばっど！」
　　　　　　　　■ 80 歳代テーマ　「合併したどん、実感ある？ない？」

認
知
症
を
学
び
地
域
で

　
　
　
　
　
　
　

支
え
よ
う

第 2回認知症サポーター養成講座（有明改善センターにて）

参加者に渡された
オレンジリング

認知症の人と家族の会代表水流凉子先生の講演

■お知らせ　平成 20 年 1月の女性支援相談は 1月 16 日のみの開催です。

志
布
志
の
お
ご
じ
ょ
た
ち
、集
ま
れ
！
語
っ
て
、食
べ
て
、観
て･･･

ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
役
に
な
ろ
う
！

年代別テーマ

男女で作る
うるおいと活力あるまち

男女共同参画社会
の実現を目指して
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　75歳以上の高齢者を対象に、その心身の特性や生活実態などを踏まえて、新たに「後
期高齢者医療制度」が創設されることになりました。

　老人保健制度では、国保や健保などの医療保険に加入しながら老人保健制度の対象となっ
ていましたが、後期高齢者医療制度では国保や健保などの医療保険をぬけて、後期高齢者医療制度
に新たに加入することになります。

平成20年
４月から

老人保健制度に代わって、新たに
「後期高齢者医療制度」が創設されます。

　都道府県単位ですべての市区町村が加入する広域連合
が運営主体（保険者）となり、市区町村は窓口業務など
を行います。

県広域連合	 市区町村

●保険証の交付	 ●保険料の徴収
●保険料の決定	 ●申請や届け出の受け付け
●医療を受けた	 ●保険証の引き渡し
　ときの給付	 　などの窓口業務

広域連合の区域内に住む

● 75 歳以上の人　
● 65 歳以上で寝たきりなどの一定の障害がある人
　（広域連合の認定を受けた人。老人保健制度で認定を
　受けている人は引き続き広域連合の認定を受けたもの
　とみなされる予定）

　後期高齢者医療制度では、独自の保険証が 1人に 1
枚交付されます。保険証には自己負担割合が記載されて
います。お医者さんにかかるときは必ず窓口に提示しま
しょう。

■保険料は被保険者全員が納めます
　老人保健制度では、被保険者が加入している医療保険に
それぞれ保険税（料）を納付したり、健保などの被扶養者
は保険料負担がなかったりしましたが、後期高齢者医療制
度では被保険者全員が保険料を納めることになります。
■保険料の決まり方
　保険料は、均等割額と所得割額を合計して、個人単位
で計算されます。均等割額と所得割額は、広域連合ごと
に決められます。

保険料 均等割額 被保険者1人当たり４９，５００円所得割額 被保険者の所得×８．６３％
※賦課限度額が設けられています。
※所得の低い人には 7割・5割・2割の軽減措置があり
　ます。
■保険料の納め方
●年金が年額 18 万円以上の人
　→保険料は年金からの天引き（特別徴収）
●年金が年額 18 万円未満の人
　→個別に納付（普通徴収）
※介護保険料とあわせた保険料額が年金額の 2分の 1を
　超える場合は、年金からの天引きの対象にならず、個
　別に納めます。

　後期高齢者医療制度でお医者さんにかかるときは、老
人保健制度と同じようにかかった費用の 1 割、現役並
み所得者は 3 割を自己負担します。

ポイント 1 運 営 主 体

ポイント 2 加 入 者

ポイント 3 保 険 証

ポイント 4 保 険 料

ポイント 5 給 付

27　市報しぶし■ 2007.12

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

〝
志
〟
パ
ワ
ー
が
人
を
動
か
す

　

油
断
し
て
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
熱
や
せ
き
で
身
体
中
か
ら
悲
鳴

が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
市
民
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
体
調
管
理
に
は

十
分
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
全
国
的
に
み
て
も
例
年
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
命
を
落
と
す
方
も
多
い
の

で
、
そ
の
予
防
に
は
十
分
な
対
策
を
講

じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
65
歳
を
超

え
る
方
の
※

予
防
接
種
に
は
市
か
ら
の

助
成
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
な
時
に
は
病
気
の
事
を
忘
れ
、

豊
か
な
時
代
に
な
る
と
苦
し
か
っ
た
頃

を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
常
に

危
機
管
理
を
心
の
中
に
持
ち
続
け
な
い

と
い
け
な
い
教
訓
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
大
隅
の
國
や
っ
ち
く
松
山
藩

が
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、同
団
体
の
「
人
づ
く
り
」

「
も
て
な
し
の
心
」「
手
づ
く
り
へ
の
こ

だ
わ
り
」
を
基
本
理
念
に
し
た
秋
の
陣

祭
り
の
ほ
か
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
活
動

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
箸
よ
く
盥か

ん
す
い水
を
回
す
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
最
初
、
箸
１
本
で

盥か
ん
す
い水
（
水
を
い
っ
ぱ
い
に
は
っ
た
盥
た
ら
い
）

を
回
し
て
も
箸
１
本
が
た
だ
回
っ
て
い

る
だ
け
で
す
。
根
気
よ
く
回
し
て
い
く

と
周
り
の
水
が
少
し
ず
つ
回
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
回
し
て
い
く
と
そ

の
輪
は
広
が
り
大
き
な
渦
に
な
り
水
し

ぶ
き
が
盥
か
ら
あ
ふ
れ
る
ま
で
に
な
り

ま
す
。
小
さ
な
努
力
も
続
け
る
と
大
き

な
力
と
な
り
う
ね
り
と
な
る
と
い
う
酒

井
大
岳
先
生
（
曹
洞
宗
長
徳
寺
住
職
）

の
言
葉
で
す
。

　

こ
れ
は
、
ま
さ
に
現
在
の
志
布
志
市

の
歴
史
あ
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
、
文
化

に
通
じ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

お
釈
迦
祭
り
や
松
山
藩
の
活
動
、
志
布

志
の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
な
ど
に
つ
い
て

も
『
現
在
の
形
が
無
い
』
時
代
に
、
誰

か
が
そ
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
高
い
志
を

持
っ
て
努
力
を
続
け
て
来
た
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。「
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
」

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
み
た
い
」
そ

ん
な
純
粋
な
思
い
が
、
高
い
志
に
よ
り

次
第
に
具
体
的
な
形
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、い
ま
「
美
し
い
志
布
志
市
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
マ
イ
ロ
ー
ド
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
に
多
く
の
市
民
の
方
が
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
最
初
は
小
さ
な
運
動

で
し
た
が
、
12
月
１
日
現
在
、
参
加
人

数
は
９
６
６
人
、
延
べ
６
１
２
㌖
と
い

う
運
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
的
な
夢
は
志
と
は
言
い
ま
せ

ん
。周
囲
に
希
望
を
あ
た
え
る
こ
と
や
、

協
力
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る

こ
と
。
そ
ん
な
、
考
え
る
だ
け
で
楽
し

く
な
る
よ
う
な
大
目
標
が
志
で
す
。「
志

立
た
ざ
れ
ば
舵
な
き
の
舟
、
銜

く
つ
わ
な
き
の

馬
の
如
し
」
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
新

し
い
年
に
向
け
て
志
も
新
た
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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in
f
o
r
m

a
tio

n
& c

o
lu

m
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生
涯
学
習
講
座
草
木
染
め
教
室

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
多
く
の
植

物
が
あ
り
ま
す
。道
端
の
草
や
庭
の
木
、

山
の
果
物
な
ど
・
・
・
自
然
豊
か
な
志

布
志
市
に
は
多
く
の
植
物
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。

　

そ
ん
な
、
自
然
の
も
の
を
使
っ
て
染

め
る
こ
と
を
「
草
木
染
め
」
と
い
い
ま

す
。
草
木
染
め
に
も
様
々
な
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、
志
布
志
市
生
涯
学
習
で
倍

和
子
先
生
の
指
導
の
下
で
行
う
草
木
染

め
教
室
は
、
主
に
植
物
と
水
を

大
き
な
鍋
に
入
れ
て
、
そ
の
色

素
を
煎
じ
出
し
、
そ
こ
に
布
を

入
れ
て
染
め
て
い
く
と
い
う
も

の
で
す
。（
そ
の
後
定
着
し
ま
す
）

　

煎
じ
出
し
た
色
素
で
染
め
る
た

め
、
洗
濯
機
等
で
洗
っ
て
も
色
落
ち

し
に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

し
か
し
、
大
輪
の
ひ
ま
わ
り
の
花

び
ら
を
使
っ
て
染
め
た
ら
「
鮮
や
か

な
黄
色
」
に
な
る
か
と
思
え
ば
、
煎

じ
る
時
点
で
そ
の
色
を
失
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
鮮
や
か
な
色
の
花

び
ら
や
若
葉
等
も
草
木
染
め
に
は
向

か
な
い
と
い
い
ま
す
。

　

倍
先
生
は
「
一
見
、
同
じ
よ
う
に

感
じ
る
茶
色
や
緑
色
の
木
の

皮
や
草
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

色
に
染
ま
る
の
で
、
意
外
性

が
あ
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
で

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
約
10
人
の

生
徒
が
、
月
に
２
回
集
ま
り
、

１
日
が
か
り
で
草
木
染
め
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
染
め
も
の
は
大
き

な
鍋
を
使
っ
た
り
、
た
く
さ

ん
の
手
順
が
あ
っ
た
り
す
る

た
め
、
難
し
そ
う
と
い
う
印

象
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
教

室
で
は
倍
先
生
が
、
簡
単
な

手
順
で
染
ま
る
よ
う
に
様
々

な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
当
は
染
め
は
た
い
へ
ん

に
奥
が
深
い
分
野
な
の
で
す

が
、
染
め
の
技
術
そ
の
も
の
よ
り
も
、

ハ
ン
カ
チ
な
ど
の
小
物
を
手
軽
に
染
め

る
こ
と
で
、
草
木
染
め
自
体
を
楽
し
む

こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

取
材
に
訪
れ
た
日
は
、
厚
め
の
ス
テ

ン
レ
ス
の
ボ
ー
ル
を
使
い
、
栗
を
煮
て

（
も
ち
ろ
ん
栗
は
食
べ
ま
す
）、
そ
の
皮

か
ら
色
素
を
煎
じ
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
は
草
木
染
め
を
楽
し
む
の

に
大
変
適
し
て
い
ま
す
。
身
の
回
り
に

あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
で
、
ハ
ン
カ
チ

や
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
染
め
た
り
す
る
の
は
楽

し
い
も
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
身
近
な
も
の
で
草

木
染
め
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
草
木
染
め
教
室
は
毎
月
第
２
、
第
４

土
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
有
明
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 当初の激変緩和対策は、制度スタート時から２年間所得割
額を課さず、均等割額のみを課すこととし、これを５割軽
減とするものでした。しかしながら、今回の政府の見直し
方針により平成２０年度においては、保険料徴収を半年間
凍結し、残りの半年間は均等割額が９割軽減（実際、年額
の 1/20 の負担となります。）される見込みです。

制度加入直前に被用者保険（社会保険等）の被扶養者であった方

志
布
志
暮
ら
し
を
満
喫

し
て
い
る
素
敵
な
仲
間

※予防接種は 12 月 31 日までです。診療日につきましては予め各医療機関に問い合わせください。（24 頁参照）

草木染め教室の皆さん（前列中央が倍先生）

皆で楽しく草木染めをしています

■平成 20年度の保険料免除・軽減
所得割
保険料 免　除 免　除
均等割
保険料 免　除 9割軽減（1割負担）

　　　  　平成 20 年 4 月～ 9 月　平成 20 年 10 月～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 21 年 3 月
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短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

あ
る
と
き
の
背
縫
一
本
道
か
ら
ず
老
ひ
て
迷
ひ
の
捨
て
得
ぬ
手
に
は	

竹
永　

南
海

鳴
き
そ
び
れ
た
蝉
が
鳴
い
て
る
熱
帯
夜
老
人
ホ
ー
ム
の
な
が
～
い
廊
下	

暉
峻　

康
瑞

湧
き
い
づ
る
雲
は
小
熊
に
似
て
お
り
ぬ
母
熊
さ
が
し
四
方
を
見
渡
す	

池
ノ
上
一
枝

故
里
の
秋
ギ
ダ
ー
弾
く
翁
お
き
な

生
し
る
べ
亡
夫
と
同
期
心
揺
ぎ
ぬ	

折
田　

ス
ズ

幼
子
を
三
人
残
し
て
夫
は
逝
き
海
山
越
え
き
て
齢
か
さ
ぬ
る	

岡
元　

初
子

チ
ュ
グ
チ
ュ
グ
と
鳴
く
イ
ン
コ
か
と
見
上
げ
た
る
架
線
の
百
舌
よ
今
朝
た
れ
の
ま
ね	

児
玉　

末
子

手
を
出
せ
ば
疊
の
溝
に
身
を
と
づ
る
蟻
の
い
づ
こ
に
意
志
ひ
そ
む
ら
ん	

竹
永　

里
子

病
み
も
癒
え
ホ
ッ
ト
し
て
ゐ
る
名
月
の
光
は
わ
れ
を
静
か
に
照
ら
す	

外
山　

善
恵

人
間
の
都
合
で
養
ふ
野
良
猫
を
せ
め
て
撫
で
や
る
避
妊
の
背
を	

西
江
美
津
子

有
り
難
き
世
を
生
か
さ
れ
て
八
十
路
越
へ
針
の
目
通
し
裾
上
げ
を
す
る	

林　
　

静
子

こ
の
暑
さ
死
ん
で
た
ま
る
か
喘
ぎ
つ
つ
生
き
て
を
り
ま
す
便
り
を
秋
に	

平
川　

澄
子

こ
き
ざ
み
に
地
面
を
踏
み
つ
つ
ス
タ
ー
ト
の
白
線
に
な
ら
ぶ
小
さ
き
竹
馬	

益
倉　

睦
美

孫
五
人
寄
り
て
祝
ひ
の
服
選
び
贈
り
く
れ
た
る
吾
誕
生
日	

松
下　

芙
美

喉
鳴
ら
す
音
伝
わ
り
来
抱
く
猫
に
時
の
な
が
る
る
か
す
か
な
る
幸	

松
田　

和
子

酷
暑
に
も
季
を
違
へ
ず
彼
岸
花
娘
の
忌
ま
近
の
樹
の
下
陰
に	

宮
原　

順
子

長
月
の
夜
を
鳴
き
立
て
る
く
つ
わ
虫
鈴
虫
こ
ほ
ろ
ぎ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
は
月	

山
田　

和
子

雨
上
り
車
窓
に
う
つ
る
樹
木
の
群
眼
に
う
つ
る
青
葉
の
し
ず
く	

山
元
ハ
ツ
ミ

抱
い
て
よ
と
地
だ
ん
だ
ふ
ん
で
泣
き
わ
め
く
精
一
杯
の
幼
な
の
反
抗	

若
松
田
鶴
子

　　　晃
あきら
さん　　　　　　（志布志町）23 歳

勤務先：小松の里
趣味：ドライブ、ボウリング
理想の異性：飾り気のない人
余暇の過ごし方：洗車やボウリングなど
今のお仕事はどうですか？：まだまだ覚える事や毎日する事が多くて大変ですが、やりが
　　　　　　　　　　　　　 いを感じています。
夢は：家を建てること（温かい家庭を持つこと）。
志布志市に何を望みますか：公用車で車イスの方を乗せると跳ねる所があったりして利用者
　　　　　　　　　　　　の負担が大きいので、道路の整備をしてほしい。
先輩から一言（尾曲）：忙しい毎日を頑張ってくれている彼。一見真面目そうに見えるが・・・
　　　　　　　　　　お互い車の運転には気をつけましょう！
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景雄さん（95 歳）　カズさん（90歳）　　　　　志布志町帖
景雄さん夫妻はとても仲良しです。妻のカズさんが「景雄さん

と結婚したのは宝くじの 1億に当たったようなものだ」と話せ

ば景雄さんも「おいもやっで合わせて 2億じゃ」と笑います。

現在、2人は東京で働いていた子ども夫婦が定年退職を迎えたのを

機に 6年前から 2世帯同居しています。

景雄さんは若い時は高校の教師として教壇にたち最初の赴任校は志布志

高等学校だったといいます。その後、第二次世界大戦で戦地に出向きました。

終戦後は教職に戻り、食糧難の時代にカズさんが慣れない畑仕事で野菜を作っ

たりしながら 5人の子どもを育てました。

「夫婦円満が長生きの秘訣」と話す 2人は、少し前まではゲートボールに共に

参加して県大会に何回か出場した程の腕前だったといいます。

　「小さなケンカはよくするけど大きなけんかはしたことがない」という酒匂さん

ご夫妻。多くの孫やひ孫の成長を楽しみに家族と楽しく仲良く暮らしています。

　　彩
あすみ

澄ちゃん（４歳）（志布志町帖）
　　渚

なぎさ

彩ちゃん（2歳）
　　彩

あかり

鈴ちゃん（11 か月）
父　昌弘さん　母　綾子さん

妹のお世話をするしっかり者の彩澄。
やんちゃでニコニコ渚彩。
お姉ちゃんに負けない元気な彩鈴。
お菓子が大好きで、3姉妹そろって同
じ事をし、よくケンカになります。
いつでも笑顔でいられる素敵な女性に
なってね。　　　　　　　（両親より）

　　　凜
りん

ちゃん（6歳）

　　呂
ろ い

莞ちゃん（1歳） 　　　（有明町山重）
父　孝之さん　母　麻耶さん

　音楽とお料理が大好きで、弟の面倒もみて
くれる凜ちゃん。
　ワンパクだけどちょっと泣き虫な呂莞く
ん、写真には写っていないけど、まだ産まれ
て 2か月の伶

れ い

莞くん。たまにケンカもするけ
ど、とても仲良しのきょうだいです。
　3人とも元気に育ってください。（両親より）

市
民
の
広
場

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

何な
い

よ
っ
も
子こ

い
効き

っ
親お

や

ん
讃ほ

め
言こ

と
ば葉	

満
留　

ぐ
み

合と

お格
っ
た
や
絵え

ま馬
ん
御ご

れ礼
ど
ま
け
忘わ

す

れ
っ	

新
地　

十
意

短た
ん
き期

亭て主
し
ゃ
釣つ

れ
た
雑ざ

こ魚
ど
ま
振ふ

い
落お

て
っ	

末
村　

琢
詩

怖お

じ
夢ゆ

め

い
家け

ね
じ
ゅ

族
中
が
起お

き
た
大ふ

て
寝ね

ご
っ言	

橋
口　

笑
二

要い

ら
ん
と
い
無た

だ料
じ
ゃ
ち
な
れ
ば
奪ば

こ合
っ
取と

っ	

福
山　

吉
連

作つ
く

い
味み

そ噌
美う

ん味
ま
か
言ち

ゅ

え
ば
土み

や産
げ
や
っ	

木
藤　

富
美

大ふ

て
暦

こ
よ
ん

ノ
ー
ト
ん
代か

わ
い
一い

っ
ぺ杯

書け

っ	

竹
之
内
零
余
子

新し
ん
ま米
ゆ
ば
供あ

げ
っ
豊ほ

う
さ作
く
亡と
夫
て
語か

た

っ	

野
村　

三
味

台う
か
ぜ風
い
も
耐た

え
っ
黄ご

が
ね金
い
実み

の

い
稲い

ね	

樋
渡
草
団
子

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

七
夕
の
昼
雲
き
れ
て
又
ひ
と
つ
ぷ
つ
り
と
失
ふ
重
き
え
に
し
を	

畑　

美
佐
子

大
会
の
前
日
不
意
の
泊
り
客
「
ど
う
し
ま
せ
う
」
笑
顔
で
仕
切
る	

前
原　
　

恭

目
を
病
め
ば
嫁
は
実
家
に
稔
り
た
る
ブ
ル
ベ
リ
ー
の
ジ
ャ
ム
を
土
産
に	

永
田
ミ
ツ
エ

初
孫
と
散
歩
た
の
し
み
し
夫
顕
ち
く
そ
の
孫
は
い
ま
三
児
の
母
親	

山
口　

良
子

合
宿
の
お
ぼ
ん
休
み
五
日
間
高
校
球
児
は
真
黒
に
焼
け
て	

隈
元　

チ
エ

ジ
ャ
ム
成
功
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
か
け
パ
ン
に
の
せ
手
作
る
味
の
た
し
か
さ
に
酔
う	

野
口　

順
子

連
想
の
つ
な
が
り
の
如
く
彼
岸
花
何
処
に
も
其
処
に
も
向
こ
う
に
も
咲
け
り	

石
橋　

道
子

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

川
沿
い
の
散
歩
の
先
導
赤
と
ん
ぼ	

濱
松　

精
志

宿
題
の
い
ま
だ
終
ら
ず
木
の
葉
髪	

河
野　

通
人

吾
が
影
の
截せ

つ
ぜ
ん然

と
し
て
十
三
夜	

冨
山　

達
次

蓑
虫
や
形
見
の
ズ
ボ
ン
長
か
り
し	

米
澤　

二
郎

緑
児
は
白
き
白
き
雪
の
如
し	

森
下　

純
吐

柿
を
捥
ぐ
青
空
に
竿
突
き
上
げ
て	

冨
山　

茂
子

星
月
夜
夫
に
一
日
を
語
り
け
り	

北
野　

治
美

椿
の
実
古
刹
の
門
を
埋
め
に
け
り	

吉
村　

万
里

重
ね
降
る
銀い

ち
ょ
う杏
落
葉
や
宝
満
寺	

和
田　

洋
文

ライトアップされた松山城

　　博
ひろと

斗ちゃん（6歳）　　　　　松山町新橋
父　信博さん　祖父　勇さん　祖母　鈴子さん

　2年前、4歳のとき母親が病死、明るく振る
舞う姿がとってもいじらしいです。
　保育園が大好きで、家では、おとなしくテ
レビを見ながら過ごすことが多く、とっても
心の優しいヒロくんです。
　友達と仲良く男の子らしく成長してほしい
です。ヒロくんは、お父さんの心の支え、じ
いちゃん、ばあちゃんの宝です。（祖父母より）

とても仲の良い酒匂さんご夫妻

素敵な仲間に囲まれて・・・

　12 月になっても市内各地で

　　　　　　ひまわりの花が見られました

冬の風物詩イルミネーションと商工会青年部の皆さん

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku  *2007.12

あ
た
や



今月の納税	 納付期限　12 月 25 日　     口座振替日　12 月 25 日
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

国民健康保険税（8 期）　介護保険料（8 期）　市県民税（4 期） 申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
は
ご
覧
に
な
れ

ま
せ
ん
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【お詫び】先月号で紹介した『税を考える週間』の入賞作品の安楽里佳さん、宮地花菜子さんの氏名に
　　　　　 誤りがありました。お詫びのうえ訂正いたします。31　市報しぶし■ 2007.12

『税金でつくろう　あなたとわたしの　すてきな社会を』　安楽　里佳（税を考える週間　標語の部入賞）

家
や
倉
庫
等
を
取
り
壊
し
た
時
は

必
ず
届
出
を
！

　

本
年
中
に
取
り
壊
さ
れ
た
建
物（
住
宅
、

車
庫
、倉
庫
な
ど
）
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

必
ず
本
年
中
に
本
庁
税
務
課
、
志
布
志
支

所
税
務
課
、
松
山
支
所
市
民
課
税
務
係
ま

で
届
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
中
に
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
建

物
や
さ
れ
る
予
定
の
建
物
に
つ
い
て
は
届

け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
が
１
月
１
日

で
す
の
で
、
仮
に
本
年
中
に
建
物
を
取
り

壊
さ
れ
て
も
年
内
に
確
認
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
（
平
成
19
年
中
に
滅
失
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
も
の
が
あ
る
場
合
は
除
く
）、

建
物
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
平
成
20
年
度
も

課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
ら

　

本
年
中
に
完
成
し
た
建
物
（
増
築
も
含

む
）
は
平
成
20
年
度
よ
り
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
職
員
が
調

査
に
伺
っ
て
な
い
物
件
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
税
務
課　

固
定
資
産
税
係　

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
５
４
～
１
５
６
）

●
松
山
支
所　
　

市
民
課
税
務
係　

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
２
２
・
２
２
３
）

●
志
布
志
支
所　

税
務
課
税
務
係　

 

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
３
１
～
２
３
３
）

償
却
資
産
の
申
告
を
忘
れ
ず
に
！

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋
の
ほ
か
、

償
却
資
産
（
土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
の

用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
）
に
つ

い
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。 

　

市
内
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
る
法

人
や
個
人
お
よ
び
貸
付
資
産
を
所
有
す
る

方
は
、
申
告
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
資
産
の
多
少
や
異
動
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
所
有
し
て

い
る
償
却
資
産
の
、
期
限
内
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
新
規
事
業
者
若
し
く

は
、
事
業
用
資
産
を
お
持
ち
で
申
告
書
が

届
か
な
か
っ
た
方
は
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
申
告
方
法
及
び
申
告
期
限

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
か
た
に
、
12
月
中

に
「
平
成
20
年
度
償
却
資
産
申
告
書
」
を

お
送
り
し
ま
す
。
平
成
20
年
１
月
31
日

（
木
）
ま
で
に
、
下
記
お
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
記
載
に
つ
い
て
は
【
記
載
の
手

引
き
】
を
参
考
に
行
っ
て
下
さ
い
。

【
償
却
資
産
の
種
類
（
具
体
例
）】 

●
構
築
物
（
庭
園
、
門
、
塀
、
舗
装
路
面
、

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
） 

●
機
械
・
装
置
（
農
業
用
機
具
、
加
工
機

械
、
製
造
機
械
、
建
設
工
業
機
械
な
ど
） 

●
車
両
・
運
搬
具
（
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
、
ブ

ル
ド
ー
ザ
、
漁
船
な
ど
） 

●
工
具
・
器
具
備
品（
事
務
机
、椅
子
、キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
、
応
接
セ
ッ
ト
、
音
響
機
器
、

パ
ソ
コ
ン
等
Ｏ
Ａ
機
器 

、看
板
、金
庫
等
） 
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Ｃ
ｉｔ
ｙ
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

こ
れ
か
ら
60
歳
を
迎
え
る
方
へ

　

年
金
は
、
受
給
開
始
年
齢
に
な
れ
ば
黙
っ
て
い

て
も
も
ら
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
役
所

や
社
会
保
険
事
務
所
等
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
年
金
の
請
求
手
続
き
を
裁
定
請
求

と
い
い
ま
す
。

■
請
求
前
に
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
あ
な
た
の
年
金

●
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
間

●
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間

●
若
年
者
納
付
猶
予
期
を
承
認
さ
れ
た
期
間

●
学
生
納
付
特
例
を
承
認
さ
れ
た
期
間

●
第
３
号
被
保
険
者
期
間

●
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
・
共
済
組
合
の
加
入
期
間

●
合
算
対
象
期
間
（
カ
ラ
期
間
）

※
合
算
対
象
期
間
は
年
金
を
も
ら
え
る
か
ど
う
か

の
資
格
期
間
に
加
え
ら
れ
る
だ
け
で
年
金
額
に
は

反
映
し
ま
せ
ん
。

　

●
昭
和
36
年
４
月
～
昭
和
61
年
３
月
の
間
で
配

　
　

偶
者
（
夫
ま
た
は
妻
）
が
厚
生
年
金
、
共
済

　
　

組
合
に
加
入
し
て
い
て
ご
自
身
が
任
意
加
入

　
　

し
な
か
っ
た
期
間

　

●
昭
和
36
年
４
月
以
降
の
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

　
　

の
間
で
海
外
に
在
住
し
て
い
た
期
間
な
ど

※
合
計
し
て
、
原
則
と
し
て
25
年
（
３
０
０
月
）

以
上
の
期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
年
金
の
加
入

期
間
は
個
人
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

鹿
屋
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
０
９
９
４
ー
42
ー
５
１
２
１

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
新
設

　

所
得
税
に
は
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

住
宅
の
新
築
・
取
得
な
ど
の
た
め
に
住
宅

ロ
ー
ン
を
借
り
入
れ
た
際
に
、
そ
の
残
高

の
一
定
の
額
を
所
得
税
か
ら
控
除
で
き
る

制
度
で
す
。と
こ
ろ
が
、税
源
移
譲
に
よ
っ

て
所
得
税
が
減
る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
で
き
る
額
が
減
額
と
な
る
一
方
で
市
民

税
が
増
え
る
た
め
に
税
負
担
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
税
源
移
譲
前
と
同
等
の
負

担
に
な
る
よ
う
に
申
告
に
よ
っ
て
、
所
得

税
で
控
除
で
き
な
か
っ
た
分
を
翌
年
度
の

市
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
減
額
す
る
措
置

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま

で
に
入
居
し
た
方
で
「
税
源
移
譲
に
よ
り

所
得
税
が
減
少
す
る
結
果
、
控
除
し
き
れ

な
く
な
っ
た
方
」「
税
源
移
譲
前
で
も
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
さ
ら
に
控
除
し

き
れ
な
い
額
が
大
き
く
な
っ
た
方
」で
す
。

　

こ
の
減
額
措
置
の
適
用
を
受
け
る
に

は
、
次
に
よ
り
市
役
所
へ
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

■
確
定
申
告
を
し
な
い
給
与
所
得
者

　

従
来
ど
お
り
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
申
告
書
」
を
年
末
調
整
の
時
期
ま
で
に

勤
務
先
に
提
出
し
、同
時
に
市
役
所
へ「
市

町
村
民
税
・
道
府
県
民
税
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
申
請
書
（
確
定
申
告
書
を

提
出
し
な
い
納
税
者
用
）」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
給
与
支
払
先
か
ら

交
付
さ
れ
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
票
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
を
行
う
納
税
者

　

確
定
申
告
時
に
同
申
告
書
（
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
納
税
者
用
）
を
税
務
署
に

提
出
す
れ
ば
、
税
務
署
を
通
じ
て
市
役
所

に
提
出
さ
れ
ま
す
が
、
直
接
市
役
所
に
も

提
出
で
き
ま
す
。
そ
の
際
は
、
確
定
申
告

書
の
控
え
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
ど
ち
ら
の
場
合
も
３
月
17
日
ま
で
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
税
（
農
業
）
申
告
説
明
会

　
「
今
年
か
ら
自
分
で
計
算
し
た
け
ど
良

く
分
か
ら
な
い
」「
経
費
に
な
る
の
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
」「
領
収
書
な
ど
を
ど

の
経
費
に
入
れ
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な

い
」
そ
ん
な
疑
問
に
つ
い
て
親
切
丁
寧
に

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

農
業
を
営
む
方
で
、
平
成
20
年
に
市
役

所
に
て
住
民
税
・
確
定
申
告
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

　

説
明
内
容
は
経
費
の
領
収
書
・
通
帳
の

振
り
分
け
方
、
申
告
書
の
書
き
方
で
す
。

　

日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
36
頁
の
「
暮
ら

し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
あ
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
税
務
課　

市
民
税
係　

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１（
内
線
１
４
３
～
１
４
６
）

●
松
山
支
所　
　

市
民
課
税
務
係　

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１（
内
線
２
２
２
・
２
２
３
）

●
志
布
志
支
所　

税
務
課
税
務
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１（
内
線
２
３
１
～
２
３
３
）

 市の人口　10 月 31 日現在
人　口	 35,084 人	 	 （△ 44）
    男	 16,498 人	 	 （△ 29）
    女	 18,586 人	 	 （△ 15）
転　入	 64 人	 　転　出	 　96 人
出　生	 28 人	 　死　亡	 　40 人
世帯数	 15,632 戸	 	 （△ 13）

 志布志港　平成 19 年 9月分

　①入港隻数	 	 52 隻
　　（日本 0、外国 52）
　②輸出　 8 億 75 百万円
　③輸入 74 億 72 百万円

資料　鹿児島税関支署

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）



万
一
火
災
に
な
っ
た
場
合

●
こ
ん
ろ
の
火
を
消
す
。

●
ぬ
ら
し
た
シ
ー
ツ
や
バ
ス
タ
オ
ル

で
油
鍋
の
手
前
か
ら
全
面
を
覆
う
。

ま
た
は
、油
火
災
適
用
の
消
火
器
で

消
火
す
る
。

（
油
を
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
注
意
す
る
。）

　冬になると空気も乾燥して、火災の発生が心配されます。
　火災は、大切な生命や財産を奪います。火災に遭わないように
火の元、火の始末には常日頃から気をつけましょう。そして、万一
の火災の際にはあわてずに初期消火や避難を行いましょう。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　

災
害
発
生
時
に
は
一
般
の
電
話
や
携

帯
電
話
は
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、
ご

家
族
や
親
戚
・
知
人
の
安
否
を
確
認
す

る
こ
と
が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

（
１
７
１
）」
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
に
比
較
的
つ

な
が
り
や
す
い
公
衆
電
話
か
ら
の
利
用

も
可
能
で
す
。

■
提
供
開
始

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
、
及

び
地
震
・
噴
火
等
の
発
生
に
よ
り
、
被

災
地
へ
向
か
う
安
否
確
認
の
た
め
の
通

話
等
が
増
加
し
、
被
災
地
へ
向
け
て
の

通
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ

た
場
合
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
側
で
速
や
か
に
利
用

可
能
と
し
ま
す
。

鹿
児
島
県
身
体
障
害
者
作
品
展

　

身
体
障
害
者
の
経
験
と
技
能
を
生
か

し
て
製
作
し
た
作
品
を
社
会
に
公
開
展

示
し
、
身
体
障
害
者
の
社
会
参
加
と
、

身
体
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
広
く
住

民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
鹿
児
島
県
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
が
主
催
す
る
鹿
児
島
県
身
体
障
害
者

作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

出
品
を
希
望
さ
れ
る
方
や
作
品
展
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

12
月
20
日
（
木
）

■
作
品
提
出
締
切

　
　
　
　
　

平
成
20
年
１
月
22
日（
火
）

■
出
品
者
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳
を

　

所
有
す
る
18
歳
以
上
の
者

■
開
催
日
時

　

平
成
20
年
１
月
24
日
～
28
日

■
会
場　

山
形
屋
１
号
館
６
階
催
場

■
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
役
所
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）
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Ｃ
ｉｔ
ｙ
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ
「
多
重
債
務
に
関
す
る
法
律

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

■
多
重
債
務
の
解
決
方
法
は
必
ず

　
あ
り
ま
す
！
ま
ず
は
相
談
を
！

■
日
時　

12
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

■
場
所　

鹿
児
島
県
弁
護
士
会
館

　
　
　
（
鹿
児
島
市
易
居
町
２
番
３
号
）

■
対
応　

弁
護
士･

司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　

面
接
又
は
電
話
相
談

■
相
談
電
話
番
号（
当
日
の
み
使
用
可
）

　

℡
Ｌ
０
９
９
ー
２
２
３
ー
３
３
４
４

※
相
談
会
に
お
け
る
事
前
予
約
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
収
入
に
関
す
る
書
類
、
借
入
れ
に
関

す
る
書
類
を
持
参
さ
れ
る
と
相
談
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
鹿
児
島
県
環
境
生
活
部
生
活･

文
化
課

　

℡
０
９
９
ー
２
８
６
ー
２
５
２
１

●
鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
９
ー
２
２
４
ー
０
９
９
９

●
市
役
所
港
湾
商
工
課
消
費
者
相
談
窓
口

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

農
業
委
員
の
繰
上
補
充
当
選

　

平
成
19
年
11
月
５
日
付
け
で
、
農
業

委
員
会
有
明
選
挙
区
の
委
員
欠
員
に
よ

る
繰
上
補
充
当
選
人
が
、
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
18
年
３
月
19
日
執
行

の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
有
明
選
挙
区

に
お
い
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
委
員
に
欠

員
が
生
じ
た
た
め
、
繰
り
上
げ
補
充
が

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
任
期
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。
農
地
や
農
業
者
年
金
に
関
す
る

相
談
は
、
農
業
委
員
や
農
業
委
員
会
事

務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
当
選
人　

池
田
忍
（
有
明
選
挙
区
）

Ｊ
Ｒ
日
南
線
の
ダ
イ
ヤ
変
更

■
12
月
22
日
（
土
）
～
12
月
24
日
（
月
）

　

油
津
駅
構
内
踏
切
工
事
の
た
め
、
列

車
の
運
行
に
一
部
変
更
が
生
じ
ま
す
。

　

志
布
志
～
南
郷
区
間
は
臨
時
ダ
イ
ヤ

運
行
と
な
り
、
南
郷
～
油
津
区
間
は
代

替
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。
列
車
の
発
着

時
刻
が
通
常
ダ
イ
ヤ
と

は
変
わ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
志
布
志
～
南
郷
間　

臨
時
列
車
運
行

■
南
郷　

～
油
津
間　

臨
時
バ
ス
運
行

■
油
津　

～
宮
崎
間　

通
常
運
行

※
詳
し
く
は
志
布
志
駅
構
内
の
ポ
ス

タ
ー
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
政
策
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

幼
稚
園
の
入
園
に
つ
い
て

　

志
布
志
市
教
育
委
員
会

で
は
、
平
成
20
年
度
の
山

重
幼
稚
園
の
園
児
を
募
集

し
ま
す
。

■
入
園
で
き
る
園
児　

満
３
歳
以
上

■
保
育
時
間　

８
時
15
分
～
14
時

※
７
時
30
分
～
８
時
15
分
、
14
時
～
18

　
時
ま
で
、預
か
り
保
育
に
な
り
ま
す
。

■
保
育
料
等（
変
更
に
な
る
場
合
有
り
）

　

入
園
料　

  

５
０
０
円

　

教
材
費　

１
０
０
０
円
／
月

　

保
育
料　

４
０
０
０
円
／
月

　

給
食
費　

３
６
５
０
円
／
月

■
募
集
期
間　
平
成
20
年
１
月
31
日（
木
）ま
で

■
入
園
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
有
明
教
育
支
所

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

保
育
所
（
園
）
申
込
案
内

　

市
福
祉
課
で
は
、
平
成
20
年
度
保
育

所
（
園
）
入
所
申
込
み
の
受
付
を
行
い

ま
す
。
平
成
20
年
４
月
か
ら
入
所
希
望

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方

は
、
保
育
所
（
園
）
の
入
所
申
込
を
し

て
く
だ
さ
い
。
入
所
申
込
書
は
１
月
９

日
（
水
）
か
ら
、志
布
志
市
役
所
本
庁
・

支
所
ま
た
は
各
保
育
所
（
園
）
に
準
備

し
て
お
り
ま
す
。

■
入
所
申
込
書
の
受
付
期
間

　

平
成
20
年
１
月
15
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
31
日
（
木
）

※
土
日
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。

■
入
所
申
込
受
付
場
所

　

市
役
所
本
庁
・
支
所　

福
祉
課
窓
口

■
申
込
方
法

　

配
布
・
受
付
場
所
に
用
意
し
て
あ

る
『
保
育
所
入
所
申
込
書
』
に
必
要
事

項
を
記
入
し
『
保
育
に
欠
け
る
（
保
育

で
き
な
い
）
状
態
を
証
明
で
き
る
書
類

（
父
・
母
の
就
労
証
明
等
）』
と
『
同

居
者
全
員
の
課
税
証
明
書
（
平
成
19
年

度
）』
を
添
付
し
て
、
保
護
者
が
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、『
所
得
税
額
を
証
明
す
る
も

の
』
の
提
出
は
、
源
泉
徴
収
票
は
会
社

等
か
ら
受
領
さ
れ
次
第
、
確
定
申
告
書

の
写
し
等
は
申
告
が
済
み
次
第
、
平
成

20
年
３
月
17
日
（
月
）
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
児
童
１
人
に

１
枚
で
す
。

■
保
育
所
に
入
所
で
き
る
基
準

　

家
庭
外
就
労
、
家
庭
内
就
労
（
内
職

等
）、
母
親
の
出
産
・
病
気
や
負
傷
、

家
庭
の
災
害
等
に
よ
り
児
童
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合
。

■
保
育
料

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
所
得
に
応
じ
て

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁　

福
祉
課
児
童
福
祉
係　

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線 

１
７
３
）

●
松
山
支
所　

福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

●
志
布
志
支
所　

福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
８
）

宝
く
じ
助
成
金
で
音
響
機
器
を
購
入

　

平
成
19
年
度
宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り
、

ま
つ
り
等
の
屋
外
イ
ベ
ン
ト
用
の
Ｐ
Ａ
機

器
を
購
入
し
ま
し
た

　

こ
れ
は
、
市
校
区
公
民
館
連
絡
協
議
会

有
明
支
部
が
、
自
主
的
、
主
体
的
な
取
り

組
み
を
行
う
な
か
で
、
音
響
機
器
の
導
入

に
よ
り
地
域
の
伝
統
的
な
ま
つ
り
や
屋
外

イ
ベ
ン
ト
、
そ
の
他
講
演
な
ど
の
運
営
が

自
分
た
ち
で
効
率
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
目
的
に
購
入
し
た
も
の
で
す
。

　

本
格
的
な
屋
外
用
の
ス
ピ
ー
カ
ー
や
Ｍ

Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
カ

セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
等
大
変
充
実
し
た
機
器

で
、
小
規
模
か
ら
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
ま

で
柔
軟
に
対
応
で
き
る
機
器
構
成
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
教
育
委
員
会
有
明
教
育
支
所

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
志
布
志
公
演

　

｢

自
分
の
街
は
自
分
で
守
る
！｣

と

愛
す
る
地
域
を
守
る
た
め
に
奮
闘
す
る

消
防
団
の
姿
を
通
し
て
、
家
族
の
あ
り

方
や
人
が
人
を
助
け
る
素
敵
さ
を
感
じ

ら
れ
る
ド
ラ
マ
で
す
。
愛
す
べ
き
ふ
る

さ
と
に
家
族
に
危
機
が
襲
い
か
か
っ
た

ら
…
笑
い
と
感
動
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
公
演
概
要

●
日
時　

平
成
20
年
１
月
22
日
（
火
）

　
　
　
（
開
場
18
時
・
開
演
18
時
30
分
）

●
会
場　
　

志
布
志
市
文
化
会
館

●
料
金　
　
　

大
人　
　

３
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

中
高
生　

２
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
当
日
５
０
０
円
増
し
）

※
入
場
は
、
中
学
生
以
上
で
す
。
当
日

は
、
託
児
所
も
設
置
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん

　
　

志
布
志
公
演
実
行
委
員
会
事
務
局

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
５
０
）

（鹿児島県弁護士会館の場所）

　未成年者喫煙防止の取組みの一
環として、鹿児島県のたばこ自動
販売機は、2008 年 2 月までに成
人式別たばこ自動販売機に変わり、
利用の際には専用のＩＣカード
「taspo（タスポ）」が必要になりま
す（発行手数料無料・年会費無料）。
申込書は、12 月からたばこ販売店
店頭などで入手できます。



夜間に病気や怪我で困ったときは曽於郡医師会夜間急病センター (Tel 099-482-5899)曽於市大隅町月野894番地 (曽於郡医師会立病院内 ) 市役所本庁舎に売店ができました、切手や収入印紙等も販売しています。ご利用ください。（9:00 ～ 15:00 営業）閉庁日は休みです。

市報しぶしに掲載する

有料広告を募集します！
　市では、新たな財源を確保し、市民サービスの向上
と地域経済の活性化を図るため、市報しぶしに掲載す
る有料広告を募集します。
　市内外の企業のほか個人、団体の広告にもご利用い
ただけます。
■問い合わせ先
　市役所総務課　℡ 474-1111（内線 214）

【
広
告
例
】

○
企
業
な
ど
の
宣
伝
広
告

○
企
業
な
ど
の
求
人
広
告

○
臨
時
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

○
商
店
街
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど

■
広
告
の
掲
載
規
格

１
枠
当
た
り
縦
56
㍉
㍍
、
横
90
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
と
し
、
１
広
告
当
た
り
２
枠

を
限
度
と
し
ま
す
。

広
告
枠
数
は
毎
月
８
枠
以
内
と
し
、
先

着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

■
広
告
掲
載
料

１
枠
当
た
り
月
額
１
万
円
（
２
枠
の
場

合
は
２
万
円
）

■
広
告
掲
載
申
込
方
法

広
告
掲
載
申
請
書
に
広
告
案
を
添
付
し

て
掲
載
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
本

庁
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
次
号
６
月
号
掲
載
分
に
つ
い
て

は
５
月
25
日
ま
で
と
し
ま
す
。
広
告
掲

載
申
請
書
は
本
庁
総
務
課
に
準
備
し
て

あ
る
ほ
か
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
市
報
の
公
共
性
、
公
益
性
及
び
中
立

性
を
保
つ
た
め
掲
載
を
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。（
内
容
を
審
査
の
上

掲
載
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。）

■
市
報
し
ぶ
し
概
要

　

毎
月
12
日
発
行
、
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
、

　

発
行
部
数
１
万
４
４
０
０
部
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年末年始地域安全運動が実施されます

　志布志警察署と志布志地区防犯協会では、年末年始特別
警戒に伴う地域安全運動を次のような計画で実施致します。
　年末年始は犯罪が多発する恐れがありますので、被害に
遭わないよう市民一人ひとりが十分注意しましょう。
■実施期間　平成 19 年 12 月 10 日～平成 20 年 1月 10 日
■活動の重点
●自転車・オートバイの盗難や車上狙いの防止
●女性や子どもの被害防止（痴漢、暴漢、変質者などによる犯罪防止）
●ひったくり等の街頭犯罪の防止
●飲酒運転やスピード違反など、交通違反の防止
●オウム真理教関係警察庁特別被疑者発見への取り組みの強化
●暴走族追放の取り組みの強化　●雑踏事故防止
●テロ・ゲリラ・ハイジャック事件の防止
　以上の 8点を重点に取り組みますので、皆様のご理解
とご協力をお願いします。

※市報しぶしでは現在、有料広告を募集しています。掲載
希望の方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせくだ
さい。（℡ 474-1111（内線 215））

年末年始のパスポートの申請及び受領について

　パスポートの申請から受領までは、審査等の手続きで 6
日～ 10 日（土・日等の休暇を除く）の日数を必要としま
すが、年末年始の休日を挟む場合，通常以上の日数が必要
となります。
■年末年始の窓口について
　休日期間 12 月 29 日（土）～ 1月 3日（木）
※かごしま県民交流センターの窓口では、上記の年末年始
の休日期間以外の日曜日に受領のみできます。
■ 12月中（12月28日）にパスポートを取得するための申請期限
　申 請 場 所 　受 領 場 所 　申請期限日
鹿児島県民交流センター 同左 12月 20日（木）
鹿児島県民交流センター 県出先事務所 12月 18日（火）県出先事務所 鹿児島県民交流センター
県出先事務所 県出先事務所 12月 14日（金）

■海外でのパスポートの発給業務
　年末年始期間中は、海外の日本大使館・領事館もパスポー
ト発給業務を行っていないため、旅行中パスポートを紛失
した場合は、新規発給まで長い時間がかかり、その間、旅
券の紛失地に留まる必要があるなど旅行に重大な支障をも
たらしますので、旅行中における旅券の厳重な管理と盗難・
紛失防止等に十分御注意ください。
 問い合わせ先
　県民交流センターパスポート窓口　　℡ 099-221-661
　かごしま県民交流センター総務旅券係  ℡ 099-221-6602
　鹿児島県国際交流課外事旅券係　　　℡ 099-286-2303
　http://www.pref.kagoshima.jp/kyoiku-bunka/kokusai/index.html

志布志港湾地区の変更指定について

■今回の変更について
　今回新たに新若浜地区の一部竣工に伴い，港湾管理者で
ある県の作成した案に基づき臨港地区（新若浜地区）の変
更を行います。
　臨港地区内では分区を定め、港湾法により臨港地区内で
の一定の行為の届出を規定しているほか、それぞれの分区
については、港湾の適正な管理運営を図るため、県条例に
より、構築物の規制が行われます。

　臨港地区に関することにつきましては、平成20年1月10日
から18日まで、下記にて随時行います。（時間8:30～17:00）
 問い合わせ先　鹿児島県大隅地域振興局建設部志布志港支所
　　　　　　　 総務係（担当：田島）℡ 473-1651
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12 月

１月

 16日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
23日 手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科） ℡473-3387
24日 大山病院（内科） ℡472-1400
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
30日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
  びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
31日　藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  松下医院（内・外科、皮膚科） ℡472-1124
１日 山口内科（内科） ℡473-1188
２日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
３日 石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
６日 砂原医院（内・外科、小児科） ℡474-0020
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
13日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
  はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科） ℡473-3387
14日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
 

12月・１月 休日在宅医診療

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

12月

１月

■松山地区　
12 月※	 加世田建設	 	 ℡ 487-2158
　　　28 日	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
　　　29 日	 加世田建設	 	 ℡ 487-2158
　　　30 日	 佐藤建設	 	 ℡ 487-2049
　　　31 日	 濱田建設	 	 ℡ 487-2288
１ 月※	 佐藤建設	 	 ℡ 487-2049
　　　１ 日	 今井水道	 	 ℡ 487-8868
　　　２ 日	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
　　　３ 日	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
　　　４ 日	 加世田建設	 	 ℡ 487-2057
■志布志地区
12 月 11 日～ 12 月 17 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
12 月 18 日～ 12 月 24 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
12 月 25 日～ 12 月 28 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
12 月 29 日	 	 山本組	 ℡ 472-1101
12 月 30 日	 	 高吉組	 ℡ 472-0721
12 月 31 日	 	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
１ 月 １ 日	 	 崎田建設	 ℡ 473-0050
１ 月 ２ 日 	 	 志布志水道	 ℡ 472-3540
１ 月 ３ 日	 	 山本組	 ℡ 472-1101
１ 月 ４ 日	 	 高吉組	 ℡ 472-0721
１ 月 ５ 日～１ 月 ７ 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
１ 月 ８ 日～１ 月 14 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
１ 月 15 日～１ 月 21 日	 山本組	 ℡ 472-1101
■有明地区
12 月※		 西江建設	 ℡ 474-2113	 有線 5703	
12 月	 29 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440	 有線 6930
　　	 30 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596	 有線 5160
　　	 31 日	 有明水道土木	 ℡ 475-0635	 有線 3672
１ 月※		 山中水道建設	 ℡ 474-1440	 有線 6930
	 １ 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008	 有線 2691
	 ２ 日	 西江建設	 ℡ 474-2113	 有線 5703
	 ３ 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440	 有線 6930
	 ４ 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596	 有線 5160
※月の修繕当番ですが、年末年始の当番店は毎日交代し
　ますので、連絡されるときはご注意ください。

水道修繕当番店

■受験資格　①昭和 47 年 4月 2日から昭和 56 年 4月 1日までに生まれた者
　　　　　　② 4 年制大学において考古学を専攻したもので、国、県、市町村等で、発掘調査員
　　　　　　　として 4年以上の経験を有する者    ③職員に採用後は、志布志市内に居住できる者
■試験の方法　実技試験及び人物試験
■試験の日時及び場所
　●日時　平成 20 年１月 27 日（日）午前 9時 30 分～　●場所　志布志市役所　本庁２階庁議室
■申込期間　平成 20 年１月９日（水）までの土曜、日曜を除く午前 8時 30 分から午後 5時 15 分まで
　　　　　　（郵送の場合も平成 20 年 1月 9日（水）までに到着したものについて受け付けます）
※採用は平成 20 年４月１日の予定で、　合格者には直接通知します。
■問い合わせ先　志布志市役所　総務課人事厚生係℡ 474-1111（内線 212）

埋
蔵
文
化
財
専
門

職
員
を
募
集
し
ま
す



志布志市くらしのカレンダー
育児学級（9:30～9:45受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻研修センター）

元日

平成20年志布志市成人式（14:00～ 市文化会館）
仕事始め

消防出初式（13:00～ 城山総合公園多目的広場・ふれあいセンター）

14

東九州自動車道「志布志IC～鹿屋串良IC間」起工式
　　　　　（11:45～13:10 有明改善センターほか）

15

1

16

2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 有明改善センター）

心配ごと相談（10:00～15:00 松山老人福祉センター）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）
年金移動相談所開設（10:00～15:00 松山老人福祉センター）

3歳児健康診査（13:00～13:15受付 やっちくふれあいセンター）
母子手帳交付（13:30～16:00 本庁保健課窓口）

2

17

女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

3

18

(水)

(火)

心配ごと相談所（10:00～15:00 有明市民センター）

4

(木)

5

(金)

心配ごと相談（10:00～15:00 松山老人福祉センター）

肺がん検診（松山地区）※1
母子手帳交付（9:00～12:00 松山支所福祉課窓口）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

乳児健診/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
肺がん検診（有明地区）※1

三種混合予防接種（13:10～13:30受付 有明改善センター）

志布志ジョガー駅伝競走大会（8:30～ 志布志運動公園周辺）

掘り出し物市（10:00～ そおリサイクルセンター）

6

(土)

7

(日)

8

(月)

9

(火)

10

成人の日

11

12

肺がん検診（志布志地区）※1

女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
特設人権相談所（10:00～15:00 財部町民交流公民館）
肺がん検診（志布志地区）※1
母子手帳交付（13:30～16:00 本庁保健課窓口）

13

14

15

16

13

18

育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 有明市民センター）
行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
はぐくみランドつどいの広場（10:00～12:00 川西公民館）

19

住民税（農業）申告説明会（19:30～21:00
　　　　 　　有明改善センター・安楽地区公民館）
志布志漁協直売店〝びろう〟1周年記念祭
　　　　（10:00～17:00 直売店びろう ）～23日まで

20

育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

1歳6か月児健康診査/麻しん風しん混合予防接種
　　　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

乳児健診/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（9:00～12:00 松山支所福祉課窓口）

21

(金)

天皇誕生日

「さんふらわあ」クルージング～クリスマス特別編～

22

(土)

振替休日

23

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(日)

住民税（農業）申告説明会（19:30～21:00
　　　　　田之浦ふるさと交流館・川西地区公民館）

24

住民税（農業）申告説明会（19:30～21:00 老人福祉センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

25

住民税（農業）申告説明会（19:30～21:00
　　　　 　　泰野地区公民館・尾野見地区公民館）

26

仕事納め

27

28

29

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

30

31

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※1 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受信票をご覧になるか、保健対策係にお問い合わせください。

日曜当番医は35ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)
両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）
特設人権相談所（10:00～15:00 国立療養所星塚敬愛園）

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）

1歳児歯科相談/育児相談（13:30～15:00受付
　　　　　　　　　　 やっちくふれあいセンター）

17

(金)

(木)

育児学級/育児相談（13:30～15:00受付 やっちくふれあいセンター）

-
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℡ 099-474-1111　Fax 099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp

　
　
　

編
集
後
記

▼
先
月
号
の
編
集
後
記
で
「
風
邪
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
な
が
ら
自

ら
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
▼
日

頃
の
不
摂
生
が
祟
っ
た
の
か
と
後
悔
し
き

り
で
す
。
▼
「
あ
た
や
元
気
や
っ
ど
」
で

は
毎
月
、
元
気
な
高
齢
者
を
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
毎
回
聞
く
の
は
「
滅
多
に
風
邪

を
ひ
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
▼
体

質
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
手
洗
い
う
が
い

の
励
行
な
ど
、
日
頃
か
ら
健
康
に
対
す
る

意
識
を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
、
病
気
を
予

防
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
▼
保
健
師
メ
モ

で
は
、
そ
ん
な
健
康
に
有
用
な
情
報
を
毎

月
提
供
し
て
い
ま
す
。
▼
「
そ
ん
な
の
あ

た
り
ま
え
」
と
い
う
言
葉
が
聞
こ
え
て
き

そ
う
で
す
が
、
凡
事
徹
底
の
言
葉
も
あ
る

よ
う
に
「
あ
た
り
ま
え
」
の
こ
と
を
毎
日

一
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
大
切

で
す
。
▼
今
年
も
あ
と
僅
か
で
す
。
皆
様
、

良
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。（
山
本
）

　

12
月
・
１
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

12
月
23
日
（
９
時
～
12
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
）

　

12
月
18
日
、
30
日
、
１
月
11
日

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵
（
山
重
芝
用
）

　

毎
週
日
曜
日
11
時
～
14
時

掘
り
出
し
物
市（
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

１
月
14
日
（
10
時
～
）

ニ
ュ

ー
ス

・
ご

意
見

な
ど

あ
り

ま
し

た
ら

E-m
ail info@

city.shibushi.lg.jp
ま

で
ご

一
報

く
だ

さ
い

◎
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


